七月十九日（火）

　ピピピピッ　ピピピピッ　ピピピピッ

「うにゅう……」

　少しでもその音から逃げようと布団の上で寝返りを打つ。

　ピピピピピピピピピピピピ……ばしっ

　あっ、止まった。これでゆっくり眠れる……

　でも、あれ……なんか、俺が目覚まし止めなくても止まっちまったような……ま、いっか……

「ぐぅ」

　・

　・

　・

　ふと、唇に何かが触れる感触がして目を開けた。
「…………？」

　誰かの指が俺の唇に触れている。

　そして、世にも恐ろしい顔が徐々に俺に向かって降りてきて―――

「ぃぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああ！！？」

　現在の自分の状況を確認した瞬間、一気に目が覚めた。

　寸でのところで里美を弾き飛ばし、寝巻きが乱れていないかを確認する。

　……良かった。強姦されたってことはないみたいだ。

「あ～あ、しんちゃん、起きちゃった」

　妙に残念そうな里美。

　危ないところだった。もう少し目が覚めるのが遅かったら、俺はこいつの毒牙にかかってしまっていたのだ。

「お前な！何してんだよ！」
「しんちゃんを起こしにきたの」

「起こす以外の事をしようとしただろうが！たった今！」

「だから……おはようのチュ・ウ」

「鳥肌がああああああああああああああああああああああああ！！」

「しんちゃんの寝顔可愛いんだもん。あんなご馳走を前にして、我慢できなくなっちゃって」

　そう言って舌なめずりをする里美に思わず戦慄を覚えてしまう。

「ねぇ、しんちゃん。食べていい？」
「絶対にダメ！！」

「ええ～、もう学校なんて間に合わないだろうし、サボっちゃおうよ。大丈夫、私がリードして―――」

「ちょっと待て！学校が間に合わないって」

　枕元の時計を見ると、すでに時刻は八時二十分。ＨＲ開始まで、残り二十分しかない！

「寝過ごした！？なんで目覚まし鳴らなかったんだよ！？」

　……はっ、そういえば、一度目覚ましが鳴って、それを誰かが止めたような……

「しんちゃん。もう今日は学校なんていいじゃない」

　満面の笑顔の里美。ってことは、つまり……

「お前が目覚まし止めたんだな！！」

「うん」

「ちょっとぐらい悪びれろ、このバカ！」

　とりあえず、里美を部屋の外に蹴り出し、すぐさま制服に身を包み、階段を駆け降りて顔を洗う。

　寝癖とか立っているかもしれないが、今は直している時間がない。
「いってきま～す！」

「あ、しんちゃん、待って～」

　未だ家の中にいる里美を置いて学校に向かって走り出す。ろくに挨拶もできなかったけど、姉さんはまだ中にいるはずだから鍵の心配は必要ない。

　現在の時間は八時二十五分。五分で支度できたのは新記録かもしれないが、これで間に合わなければ意味がない。残り十五分……やるしかない！

　朝とはいえ、夏のくそ暑い中、俺とその後ろを肉団子が駆ける。道行く人々は、俺たちの形相を見て我先にと道を譲り、遮るものは全くない。

　陸上部から声がかかるほどの速さで走っている俺たち。

　俺は今、風になっている！

　などと、ちょっぴりランナーズハイになりつつ気持ちよく全力疾走を続けていると、学校まですぐそこという交差点が見えてきた。
　よし、これならぎりぎり間に合いそう……って、あれ、前にもこんなことなかったっけ？

　そう思いながら、交差点に差し掛かったときだった。

「わわわっ、ちょっとどいてぇ～～～～！！」

「―――――へ？」

　突然横手から聞こえてきた女の声。これって、まさか―――！？

　咄嗟に二回目ということで顔面をガードする―――が、
　どげしっ！

「げふぅっ！？」

　ガードごと吹っ飛ばされちゃいました。

　っていうか、冷静に考えると走りながらのこの態勢で受けられるわけないよなぁ。

　なんてことが吹っ飛びつつ頭に浮かぶ。そのまま受身も取れずにコンクリートの上を三回ほど転がって、ようやく止まった。

「きゃああああああああああああああああああああああ！しんちゃ～～～～～～～～～～～～～～～～ん！！」
「あっちゃ～、またやっちゃった」

「またやっちゃったじゃないわよ！一度ならず二度までも、しんちゃんを殺す気！？」

「そんなつもりないわよ。でも、ごめんね、真。大丈夫？」

「へっ……相変わらずいい蹴り打つじゃねぇか。ごふっごふっ」
　自分で言ってて思った。俺って何キャラ？

「立てる？肩貸そうか？」
「いや……なんとか大丈夫だ」

　制服を叩いて埃を払いつつ、なんとか立ち上がる。

「しんちゃん。大丈夫？痛いとこない？キスしてもいい？」

「ああ……って、どさくさに紛れて変なこと言うな！」
「ちっ」
　本気で舌打ちする里美。こいつは……

「真。本当に大丈夫なの？」

「気にするな。それより、早く学校行かないと遅刻―――」

　キ～ンコ～ンカ～ンコ～ン　キ～ンコ～ンカ～ンコ～ン

　……もう手遅れじゃん。
　結局、俺たち三人の遅刻は決定したのだった。

「海に行きましょう！」

　ここは昼休みの教室。

　淳の飯塚さん特製の弁当のおかずを狙いつつ、いつものメンバーで飯食っているところで絆ちゃんがそんなことを宣言した。

「ほら、明後日から夏休みだろ。せっかくだから、みんなをうちの別荘に誘おうかと思ったんだ」

　俺たちが呆気に取られていると、淳がそう付け足した。

　なるほど。去年も行ったイベントを今年も行うというわけか。

　去年は、淳、絆ちゃん、飯塚さんたちの中に俺や里美が混ぜてもらったんだ。

　一応、保護者同伴だったが、それでもその二泊三日の旅行は羽目をはずして遊びまくったのを覚えている。

「淳の家って別荘なんて持ってるの」

「あ、うん」

「そうか、さくらは知らなかったっけ？淳の家がめちゃくちゃ金持ちなの」

「知らないわよ。そんなの」

「淳の親父さん、大病院の院長なんだよ」

「………………」

　さくらは、唖然として淳を見、しばし固まり、

「……いるところにはいるのね。こういう完璧な人」

「……まあな」

　さくらの呟きに同意する。あんまり考えると悲しくなるからこれ以上を考えないけど。

「それで、どうかな？」

「アタシはかまわないよ。面白そうだしね」

「いや、俺ら補習があるだろ」

　化学のテストが泣きたくなるような結果だった俺やさくら、おまけにもう一人には沢野先生の補習が待っているはずだ。

「何言ってるのよ。そんなのサボるに決まってるじゃない」

「お前、沢野先生の補習をサボるって、意味わかっているのか？」

　あの人を怒らしたら最後、解剖の後改造され、金属探知機に引っかかるような体にされてしまうこと間違いなしだ。

「あぁ、考えただけでも震えが……ぷるぷる」

「じゃあ、真は来ないのか？」
　俺が震えていると、淳が確認してくる。
　残念だけど、命は惜しいのだ。

　いくら海で騒ぎたいお年頃とはいえ……いや、待てよ。このメンバーで海？

　去年でさえ、飯塚さんと絆ちゃんのツートップの水着姿を堪能できたんだぞ。それが今年は、破壊力満天の肉体を持つさくらもそこに加わって……

「行く。絶対行く」

　気付いたら、俺はそう返していた。

「え、沢野先生の補習は良いのか？」

「ここで行かなかったら漢じゃない」

　そうだ。俺は漢になる。
　エロスのためならば、漢は命をかけられるのだ！

「じゃあ、大貫さんは―――」

「あ、里美は来ないから」

「もう、しんちゃんったら冗談ばっかり」

　バシッ！

「ぐぇっ！？」

　里美のツッコミが俺のわき腹に突き刺さる。くそっ、お前が来たら、命をかける意味が無くなるじゃないか。
「明奈は？」

「うん。今年もお願いします」

「ＯＫ。それじゃあ、みんな参加と……」

「あ、淳。姉さんも誘っていいか？」

「璃々さん？俺はいいけど、みんなはどう？」

「いいんじゃない？人数多いほうが楽しそうだし」

「私も、中根君のお姉さんにも会ってみたいし、いいよ」

「ムゥ……」

　さくらも飯塚さんも賛成してくれたけど、絆ちゃんだけは不機嫌そうに頬を膨らませている。まあ、彼女にしてみれば女が増えるのはあまり歓迎できないのだろう。

「絆ちゃん。ダメかな？」

「イジワルです、先輩。お義兄ちゃんがいいって言ってるのに、絆が反対するわけないじゃないですか」

　確かに、絆ちゃんが断れないことをわかってて聞いたのだ。ちょっぴり卑怯だったかもしれない。

「ごめんね」

　絆ちゃんに小さく謝りつつ、姉さんにメールを送信。

　去年、姉さんは旅行に行けなくて、帰ってきてから話したらものすごい羨ましがってたからな。

　今年こそは連れて行ってあげないと……

　♪♪～

　この時間なら、姉さんも昼休みなのだろう。メールはすぐに返ってきた。

『私も行きたいから、日にちを教えて』

「なあ、淳。姉さんが日時を教えてほしいって」

「え～と、他に何かはずせない予定がある人っている？」

　淳の言葉に、俺たち全員が首を振る。

「それなら、璃々さんに合わせればいいんじゃないかな」

「わかった。姉さんにはそう伝えておくから、決まり次第連絡するよ」

「うん。わかった」

　フッフッフ。これで、姉さんという美女がさらに参戦だ。
　性格はともかく、顔は特上の女の子ばかりの海。男として、かなり目の保養をさせてもらおう。

「真。顔がいやらしいわよ」

「う、うるせぇ！」

　そんなことを考えていたら、さくらに見破られた。

　くそっ、そんなに顔に出てたか。

「もう、しんちゃんったらそんなに私の水着が―――」

「それはない！」

「照れなくてもいいの。大丈夫。期待通りすっごいのを見せてあげるから」

　里美が笑顔で爆弾発言をのたまいやがった。

　そんなものを見てしまえば、吐き気だけじゃきっとすまない。失明は必至か！？

「やめろ！俺から光を奪うな、里美！」

「しんちゃん。天国を見せてあげるからね」

「いや、地獄だろ！」

「夏の海。開放的な気分の若い二人は……ぐふっ、ぐふふふふふっ」

「だあああああああああああああ！すでに話、聞いてね～～～～～～～！！」

　妄想する里美の横で、頭を抱えている俺。

　その一方で、淳は絆ちゃんに抱きつかれながら、

「お義兄ちゃん。絆の水着も期待しててね」

「あ、うん」

「今年の夏は、お義兄ちゃんといっぱい思い出を作るんだよ！」

「そうだね。たくさん楽しい思い出を作ろう」

　なんて、会話してやがる。

　俺の苦労も知らないで、思い出を作るだと！

「あ……」

　と、そこで、俺の隣のさくらが小さく声を上げた。
「どうした、さくら？」

「ん、ああ、ちょっとね」

　なんか歯切れの悪いさくら。何か言い難いことでも思いついたのか？
「何の悪巧み思いついたんだよ？」

「失礼ね。悪巧みなんかじゃないわよ」
「じゃあ、何を思いついたんだ？」

「しつこいわね、あんたも。ミナも誘おうって思っただけよ」

「……あ」
「人数多いほうが楽しいでしょ。まあ、あの子が見えるのはアタシとあんただけだけどさ。連れてかないより、ミナも楽しめるでしょ」
　さくらに言われるまで、巫凪を連れて行くなんていう発想、浮かんでこなかった。

　うん。さくらの言う通り、あいつがいた方が楽しめるだろ。
「お前、良いやつだな」
「な、何を言い出すのよ、いきなり」
「いや、正直にそう思っただけだ」
「ほ、褒めても何も出ないわよ」

　なんか、さくらが照れてるのって新鮮だな。

「何笑ってんのよ！」

　照れながら怒るさくらは、いつもより怖くなかった。

「さて、帰るか……って、ほえ？」
　ホームルームも終わり、カバンを持って帰ろうとしたそのときだ。いきなり後ろ襟首を掴まれたようなこの感覚は何だろう？

「真。勝手に帰んないでよ」
「……お前か、さくら」

　見上げると、ちょっと憮然としたさくらの顔。

　う～ん、俺、何かしたっけ？

「ミナの場所に案内しなさいよ」

「……巫凪？なんでまた」

「あの子も旅行に誘うって言ったでしょうが！」

「ああ、そういえば」
　さくらがそんなことを言っていたのを思い出した。俺もそれに賛成したんだっけ。
「ほら、早く案内しなさいよ。アタシはあの子がどこにいるか知らないんだから」

「りょうか～い」
　さくらと連れたって教室を出ようとする。まあ、そんなことを許そうとしない輩が一人いるわけで、
「しんちゃんをは～な～せ～」

　地獄の底から聞こえてきそうな声で、里美が突進してくる。

　さくらは、俺が教室から出るのを確認すると、

「じゃあね、豚」

　そう言って思いっきり教室のドアを閉めた。

　―――瞬間。

　どがしゃぁ！

　止まりきれなかった里美が顔面から教室のドアに突っ込んだ。
　うわぁ……顔がめり込んで、恐ろしい人面ドアになってるよ。こえぇ。

「ほら、行くわよ、真」

「あ、ああ」

　里美の安否の心配は、一切しない俺とさくらであった。

　だって、あいつが無事じゃないわけないじゃん。

「ミナって、こんなところにいるの？」
「ああ。多分な」

　さくらを連れて、沢野先生の物置と化している旧校舎の教室にやってきた。

　いつもなら、ここに巫凪がいるはずである。

「それじゃ、まあ、失礼しま～す」

　がらがら～と音を立てて、ドアを開けて中に入る。
「うわ、暗幕のせいで暗いけど、ぱっと見かなり散らかってるわね」

「そうだな」

　……やばいな。そういえば、ここの片付け、全然進んでないや。

「あれ、今日はさくらさんも一緒ですか？」

「あ、本当にいた」

　出現した巫凪にそのセリフって、こいつ、俺のこと信用してなかったのか？

「こんにちは。中根さん、さくらさん。今日はお二人で片付けですか？」

「あ～違う違う。今日の用件は、別にあるんだ。なっ、さくら」
「そうそう。ね、ミナ、アタシたちと一緒に海行かない？」

「海……ですか？」

　巫凪が、首を傾げて少し考え込む。

　考えたら、巫凪は海に行ったところで泳ぐことはできないんだ。ただ、俺たちが泳いだり遊んだりしているのを見ているだけって、退屈なことなのかもしれない。

「ダメ……かな？」

「あっ、そんなことありません。誘ってくれて嬉しいです。でも、あの、その……」

「ん？」

「あの……本当に私がついていってもいいんですか？」
「そんなの当たり前でしょ！」

「うわっ、ビックリした」
　俺が巫凪に何か言う前に、さくらの怒声が響いた。

「ミナは、なんでそんなこと言うのよ？」

「え、だって、その……お二人に迷惑がかかるんじゃないかって」

「あのね、ミナ。アタシたちが誘ってるんだから、そんなこと気にしなくても良いの。どうせ迷惑かかるのは真なんだから、むしろどんどんかけちゃいなさいよ。アタシが許すわ」

「コラ、待て」

　さくらのあまりにもな発言に思わず口が出る。

「何の権限があって、そんなこと許してるんだよ」

「はっ、じゃあ、なに？真ってば、ミナのことが迷惑だって言うの？」

「あぅ……」

　途端に沈んだ顔になる巫凪。

　くそ、これじゃあ俺が悪者みたいじゃないか。
「……はぁ。巫凪、お前のこと迷惑に思うわけないだろ。わかった、どんと来い。なんでも面倒見てやるよ」

「中根さん…」

「それでこそ、真！なんだかんだ言って、優しいんだから」

　俺がそう言ったら、さくらのやつがばしっと背中を叩いてきた。
　痛いったらありゃしない。相変わらず手加減がないなぁ。

「じゃあ、ミナ、そういうわけだから。海、一緒に来てくれる？」
「……強引ですね、さくらさんは」
「まぁね～」

　さくらが笑いながらウインクすると、巫凪は苦笑して、

「わかりました。私もご一緒させてください」
「うん」
　こうして、巫凪の旅行参加が決定したのだった。
　明日の終業式で、ついに念願の夏休み。
　あぁ、これで沢野先生の補習さえなければ何も言うことはないんだけど……
　まあ、補習のことは一時忘れて、明日は半日、パーっと遊ぶことにしますか。

七月二十日（水）

　ザアアァァ……

　朝起きたら雨だった。

　一学期の終わりだって言うのに、なんかすっきりしない天気だなぁ。まあ、天気に文句言ってもしょうがないんだけど。

　ああ～じめじめして気持ち悪っ。さっさと着替えるべ。

　そう思ってベッドから這い出し、寝汗を大量に吸った寝巻きを脱ぐ。

「ええと、Ｙシャツはと……」

「しんちゃん、おっはよ～！！」

　そこへ、勢いよく里美がドアを開けて入ってくる。当然、着替え途中の俺と鉢合わせ―――

「………………」

　セミヌードのまま俺は固まり、里美はドアを開けた姿勢で少し赤くなりながら、

「……う～ん、セクシー」

　なんてボソッと言いやがった。

「ぐふふっ、朝から、良いもん見れたわ」

「部屋に入るときはノックしろって、何回言わせるんだああああああああ！！」

　我に帰った俺の叫び声が、いつものように悲しく響くのだった。

　今日もまた、悲しくもむなしい一日の始まりだなぁ。

「―――以上で、終わります」

　校長の、長ったらしい特に身にもならない話が終わり、俺は小さく溜め息をついた。

　この終業式の校長の話って、いったい何の意味があるって言うんだ？

　全体の三分の二が十中八九、話を聞いてないだろうし……

　しかも、雨の体育館の中は蒸すから気持ち悪いことこの上ない。

　あぁ、早く終わってくれぇ～。

「続いて、生活指導の沢野先生」

「はい」

　司会の先生に呼ばれ、沢野先生が教壇の上に行く。

　そう。この人、なぜか生活指導の先生をやってたりするのだ。普通、あれって体育教師（男）がやるものじゃないのか？これって俺の偏見？

「あ～、明日から夏休みだって皆もわかっていると思う。部活にバイト、遊びまくるのも個人の自由だから、先生は勉強をやれとは言わない。ただ、一つだけ言いたいことは、問題起こすなよってこと」

　単刀直入だけれど、校長の長ったらしい無駄話よりずっとわかりやすい。皆も、校長のときと比べると、明らかに沢野先生の話を聞いている。

「もし、事故にあったりとか事件起こしたら、そのときは解―――おっと、これ以上はお楽しみにしておきましょうか」

　……解の後、何が続くんですか？めっちゃ気になるんですけど。

「なんなら、今騒いでいるやつを試しに解ぼ―――おっと」

『………………』

　体育館の一同、沈黙である。

　というか、解ぼって、解剖かよ！生きてる人間解剖したら犯罪じゃん！

「ま、そういうわけだから、みんな九月まで平和に暮らすこと。くれぐれも、車には気をつけなさいね」

　そんな小学生に対してのような言葉を言いながら、沢野先生は意味深な笑みを浮かべて教壇を降りていった。

　いつも思う。沢野先生が生活指導をやっている限り、不良だろうが番長だろうが怖くて問題起こせないよなって。

「これで、終業式を終わります。後ろから順に、退出してください」

　こうして、終業式は一応無事に終わったのだった。

　ザアァァァ……
　はぁ。なんかパーっと遊ぼうと思ってたけど、この天気じゃなぁ。

　ホームルームが終わった後でも、窓の外からは未だに雨音が聞こえてくる。
　流石に、この天気でパーっとって言う気分にはならない……のだが、

「しんちゃん。遊び行こう、遊びに！」
　こいつには、俺の今の気分は伝わらないらしい。

「……里美。なんでこの天気でそんなにテンション高いんだよ？」

「だって、夏休みだよ！

　長いようであっという間に過ぎるこの夏。しんちゃんとの濃密な愛を過ごす時間を一分一秒も無駄にできないのよ！」
「安心しろ。そんな時間、もともと一瞬もないから」
　里美に冷たく言い放ち、席を立つ。
「ああ、しんちゃん冷たい。でも、冷たくされても、里美、嬉しい！」

「勘弁してくれ……」

　新たな快楽に目覚めた里美。俺にどうしろと言うんだ。

　……とりあえず、この場は逃げるか。

　うっとりしている里美を置いて、さっさと教室から退散する。

　さ～て、さっさと帰ってゲームでも―――
「あっ、真！」

「ん？」

　廊下を小走りで進んでいたら、いきなり呼びかけられた。

　誰かと思って慌てて振り向いたら、雨のせいで濡れた廊下で滑り―――

　つるっ　どたっ

「いってぇ！けつをもろに」

「真。あんた、なにやってんの？」

　尻を押さえて唸っていたら、さくらが俺のことを呆れた風に見下ろしていた。

「何って、お前が急に呼びかけたのがいけないんだろ」
「え、アタシのせいなの？……ごめん」

「？」

　何、素直に謝ってんだ。こいつらしくない。

「まあ、いいや。それで、用件は？」

　いつまでもそのままっていうわけにはいかないので、さっさと立ち上がることにする。

　あ～、ちょっと濡れちまったな。

「あ～、真。今日、これからって暇だったりする？」

「これから？」

「うん。もし良かったら、うちに遊びに来ない？」

「さくらんちに？なんでまた急に」

　俺が訊くと、さくらは言い難そうに視線をさまよわせながら、

「親父が、あんたに会いたがってるのよね。今日、有給までとってさ」

「……は？」

　さくらの親父さんが、俺に会いたがってるって……なんで？

「ほら、親父ったらあんたのこと、気に入っちゃったみたいで」
「気に入っちゃったって」

　確かにまあ、微妙に気に入られてたような気はするけど。

「ダメ……かな？」

「う～ん」

　さくらの親父さんが俺に会いたがってるか。

　さくらの親父さん、さくらの親父さん……

　な、なんか、断ったら俺、明日あたりどっかの海に沈められているような……

「い、行くよ、さくら」

「え……本当に？ダメならダメで良いのよ、アタシから言っとくから」

「いや、行く。死にたくないからな」

「……？
　なんだかわからないけど、来てくれるなら助かるわ。それじゃ、早速行こう」

「ああ」

　というわけで、今日の予定はさくらの親父さんのご機嫌取りに決定。

　沈めれたくないからね。

　さくらと並んで雨の中を歩いて山吹邸までやってきた。
　ちなみに、今日は二人とも傘を持ってたから、当然アイアイ傘ではない。
「お邪魔しま～す」
「いらっしゃい。中根君」

「うわっ！？」

　玄関をくぐった瞬間に現れたさくらの親父さんのドアップに、思わず引いてしまう。

「親父、なに玄関で待ち構えてるのよ？」
「ハッハッハ。つい待ちきれなくてね」
　なぜか笑いながら肩を組まれた。

　……あれ、もしかして捕まった？

「さ、中根君。居間に行こうか。お茶を出してあげよう」

「は、はあ。ありがとうございます」

　ものすごい力で肩を掴まれている以上、俺に拒否権及び逃げ道はない。

　俺は、苦笑しながらそう答えるしかなかった。

「それじゃ、アタシは着替えてくるわね。言っとくけど親父、アタシがいない間に真に変なことを吹き込まないでよね」

「ハッハッハ。父のことをもっと信頼しなさい、さくら」

「信用できないから言ってるんだけど……まあ、いいわ。真、しばらく親父の相手しててね。それじゃ」

　さくらはそう言い残し、階段を軽快に上がっていった。

「さて、それじゃあ我々も行こうか、中根君」

「そうですね……って、なんで階段を上ろうとしているんですか？」

　前に来たときに通された居間は、一階にあったはずだ。なのに、なぜ俺を二階に連れて行こうとするのだ、この人は？

「そんなの決まっているじゃないか。娘の着替え……覗きたいだろう？」

「……はい？」

　一瞬、意味が理解できなかった。今、とんでもないことをさらりと言ったぞ、この人。

「さくらは母さんに似て、素晴らしく発育が良いからな。ああ、娘の成長を見届けるのも親の役目だ。というわけで、さあ、行こう」

　なんて強引なんだ。話しの流れが全く繋がっていない。

　何がというわけで、俺まで一緒に行かなくちゃいけないんだ。
「お、おじさん。僕は、ちょっと遠慮しますよ」

「ハッハッハ。遠慮は無用だ、中根君。それと、私のことはお義父さんと呼びなさい」

「え、あ、いや、でも……」

「中根君。男なのに、娘の下着姿に興味がないのかね？」

「いえ、そういうわけではないですけど」

　正直言えば、そりゃあ興味ありまくりだ。俺だって男のわけだし。

　しかしこの人、普通自分の娘の覗きを他人に勧めるか？

　俺が渋っていると、さくら父は少し思案し、

「―――ハッ。そうか、わかったよ。

　中根君。君はもう、さくらの生まれたままの姿を何度も見ているから、今更下着姿くらいではなんとも思わないのだね」

「なっ！？」

　とんでもない方向の結論出しやがったよ、さくら父！

「そうかそうか。二人はやっぱりそこまでの関係になっていたんだね。娘が、家では君のことばかり話すから、怪しいとは思っていたんだよ」

「え？」
　さくらが、俺のことを？

「ん。さくらが、君のことをなんて言っていたか、気になるかね？」

「う……それは、その……」

　正直、さくらが俺のことをなんて言っていたかはちょっと気になる。

　さくら父は、俺のそんな顔をニヤニヤ見つめて、

「そうか。ならば教えてあげよう。さくらは―――」

「チェスト！」

　どがぁっ！

　階段の一番上から踏み切ったさくらの跳び蹴りが、さくら父の後頭部にめり込んだ。

　うわ～、すげぇ蹴り。親父さん、死んだんじゃないか？

　と思ったら、親父さんは何事もなかったようにむっくりと起き上がり、

「さくらよ。何度も言うが、父親を足蹴にするのはどうかと―――」

「真に変なこと吹き込むなって言ったでしょうが！

　ほんの数分前のことを、もう忘れたって言うの、このクソ親父！」

　さくらは自分の父親を指差し、ものすごい剣幕で責め立てる。
　もしあんなふうに迫られたら、俺、泣くかも。
　けれど、さくら父は慣れているのか、けろっとした表情で、

「落ち着くんださくら。未来の息子になるかもしれない男に、奥手のお前の気持ちを話すのは決してくだらないことではないぞ」

「捏造したアタシの気持ちを話すのは十分くだらないでしょうが！」

　山吹親子の喧嘩を見て思う。
　俺はどうすればいいんですか？

「おお、さくらよ。中根君も困っているようだし、とりあえず怒りを静めなさい」
　ようやく俺存在を思い出してくれたのか、さくらの親父さんが口論を中断することを提案してくる。

「え、ああ、そうね。ごめん、真。とりあえず、居間に移動しましょ」

　こうして、ようやく俺は居間で通されることになった。

　居間のソファーに座り、お茶を飲みながらお茶請けにようかんまでご馳走になったりする。
　でも、なんと言うか、あんましくつろげない。
　隣のさくらから出る殺気は、向かいに座っている親父さんへとまっすぐに向けられており、そのせいで、やたら雰囲気がぴりぴりしているのだ。

　これでくつろげるとしたら、殺気だらけの世界で生きてる、裏家業の人たちだけだろう。

「それで、親父。いったい何の用で真を家に呼んだの？」

　全員湯飲みを置いているタイミングを見計らって、さくらがそう切り出した。

「まさか、さっきのくだらない話をするために呼び出したって訳じゃないでしょうね？」
　指の骨をバキボキと鳴らすさくら。正直、かなり怖い。

「まあ、落ち着けさくら。中根君が怯えているぞ」

「え、あ、う……」

　親父さんがそう言うと、さくらは急に勢いがなくなった。

「し、真。今のは、その、親父が相手だからで、その……」

「……？」

　何を今更。さくらが怖いことくらい、もうわかっているっていうのに、なんでこいつは言い訳してるんだろう？

「さて、今日中根君を招待した理由だったな」

「そ、そうよ。親父、さっさと言いなさい」

「中根君の、さくらに対する気持ちをしっかりと聞いておきたくてな」

『……え？』
　親父さんの言葉に、俺とさくらの声がはもった。
「さくらの気持ちはわかっている。家まで連れてきたということは、今度は中根君なのだろう？」

「お、親父。何言って―――」

「ごまかしても無駄だ。私はお前の父親なのだからな」
「――――――」

　いきなり雰囲気の変わった父親に、さくらが押し黙る。

「それで、中根君。どうなんだい？」

「どうって、言われても……」

　俺がさくらのことをどう思っているか……
　そんなこと、考えたことなかった。
　乱暴で、強引で、毎日のように里美と喧嘩して俺を困らせる。

　どちらかというと、苦手な部類に属するかもしれない。でも……

「………………」

　美人ではあるんだよな。スタイルだってすごく良いし。

　さくらの方を見ながらそれを確認していたら、さくらと目が合った。

「あ―――」

　あれ……さくらの目ってこんなに綺麗だっけ？

　なんか、吸い込まれるみたいだ。
「真、どうしたの？」

「え、うわっ！？」

　気付いたら、さくらのことをじっと見続けていたらしい。

　慌てて顔を逸らし、息を整える。

　びびった。心臓ばくばくいってるし。
「さくら。使ったな？」

「………………」

　俺がパニックに陥っている間に、親父さんがさくらに何か訊いていた。いや、確認していたのか？

「ふぅ。中根君、それで、娘のことをどう思ってるんだ？」
「あ、はい」

　そうだった。今は、それを答えなきゃいけないんだ。パニックってる場合じゃないや。

「僕――いえ、俺は、さくらのこと」

「………………」

「好き、なんだと思います」

　気が付けば、俺はそう答えていた。

　好き……さくらのことが好き。

　ああ、なんだ。口に出してみれば簡単だ。さっきまで、何を迷っていたかわからないくらい、さくらが好きだってことが今はわかる。

「俺、さくらが好きだ。さくら、俺と付き合ってほしい」
　さくらに向き直って、俺はそう言い直す。

「アタシ……は……」

　さくらの瞳が揺れる。何かを迷っているように動いていたそれが、やがて俺へと定まり、

「…………うん」

　こくりと、さくらが小さく頷いた。

「よっしゃあっ！」

　思わず立ち上がってガッツポーズ。そこで、さくらの親父さんの姿が視界に入り―――

　やばっ！さくらのことしか目に入らなくて、親父さんがいるのを忘れてた。

　父親の前で娘に告白って、俺ってばとんでもないことしたんじゃ……

　これって、殴られる？それとも、この人の性格なら祝福されるか？

「……さくら。また傷付くことになるかもしれないぞ。それでも良いんだな？」

　さくらの親父さんの言葉は、そのどちらでもなく、さくらに宛てたものだった。

「………………」

　だんまりを決め込むさくら。それを見たさくらの親父さんは、小さく溜息をついて、

「そうか。

　……中根君。娘を頼むよ。できれば、末永くね」

「あ、はい。努力します」

「頼んだよ」
　親父さんは、そう言い残して居間から出ていった。

「ふぅ」

　それを確認した俺は、急に力が抜けてソファーに座り込んだ。

　あれがさくらの親父さんの素か……

　さっきまでのふざけた感じじゃなくて、すげぇ緊張したぜ。

「真。大丈夫？」

「ああ。なんか、今更ながら思い切ったことやったよなぁ、俺。でも、まあ、これで」

　俺は、となりに座っているさくらの手を握る。

「あ……」

「俺たち、恋人になったんだよな」

「……そうだね」

「いきなりで実感湧かないけど、これからよろしく頼むよ」

「うん。こっちこそよろしく」

　そこで、さくらがやっと笑ってくれた。
　それでまた、再確認。

　俺、やっぱこいつが好きなんだ。さくらの笑顔を見ただけで、心臓の音がこんなにバカみたいになってるんだから。

「やべぇ……今日眠れるかな？」
　自室のベッドに倒れこみながら、そんな呟きが口から漏れた。

　だって、今日は告白という人生初のビッグイベントをいきなりこなしたのだ。

　里美に付き纏われ、このまま一生彼女ができないんじゃないかって半ばあきらめていた。
　それなのに、それなのに―――！

　♪♪～

　と、そこで、携帯にメールが届いたことを知らせる音楽がなる。

　相手を見ると、山吹さくらという俺の恋人の名が―――うわ、恋人って響き良い！

「い、いかんいかん。悶えてないで、メール見ないと」

　気を取り直して、メールを開く。

　なになに、題名は『今日はありがとう』か。で、中身は……

『今日はありがとう。アタシ、結構前から、真のこと良いなって思ってたんだ。だから、真に好きだって言ってもらえてすごく嬉しかった。

　明日、沢野先生の補習で会おう。それじゃあ、おやすみ』
　へぇ、さくらのやつ、前から俺のこと……
　そういえば、俺がさくらのことを好きになったのは……あれ？

　俺、いつからさくらのことが好きになったんだっけ？

「……まっ、いっか」

　いつ好きになったかなんて、はっきりと覚えてなくても良いだろ。大事なのは、今あいつのことを好きだっていうことだけだ。

「んじゃ、返信してと……寝るか」

　さくらに返信した後、明日という日を楽しみにしながら眠りについたのだった。

七月二十一日（木）

「しんちゃ～ん！」
　どこぉっ！

「ごふぅっ！？」

　毎度のことながら、里美のボディプレスで起こされる。

　そして、さらに毎度のことながら俺は死にそうだ。

「おはよ、しんちゃん」

「おはよ、じゃねえ！」

　火事場のバカ力で里美を跳ね除けると、大きく息を吸い込んで空気を肺に送り込む。

「もう、しんちゃんったら照れ屋なんだから。そんなところが、ス・キ」

「うがぁ、鳥肌が！！」

　夏だというのに、寒気のするようなこと言いやがって。

　並みの怪談よりも恐ろしいわ！

「しんちゃん。早く着替えて学校行こうよ」

「……ん。今日から夏休みだろ？」

「あははっ。しんちゃん、私たち、補習があるじゃん」

「……あ」
　それで思い出した。

　だいたい、昨日のさくらのメールにもあったじゃないか。補習で会おうって。

「今何時だ？」

「八時半。補習が始まるのは九時だから、走らないと間に合わないね」

「うがぁ！なんでお前はそんなに余裕なんだ！」
　里美を部屋から追い出し、すぐに着替えて俺は家を飛び出した。

　世間一般の高校生はみんな夏休みだというのに……うぅ、悲しい。

「はぁ……はぁ……」
　ドアを開けたら、先生の姿はまだない。どうやら、何とか間に合ったらしい。

「おはよ、真。初日から遅刻しそうになって、汗だくじゃない。はい、ハンカチ」

「サンキュ、さくら」

　さくらから差し出された白いハンカチで受け取る。
　その際、さくらの手と俺の手が不意に触れ合って―――
『あ……』

「だっしゃあああ！」
「うわっ！？」

　さくらと見つめ合っていたら、里美にいきなり引っ張られた。

「しんちゃん、ハンカチなら私のを貸してあげる。というか、むしろ私が拭いてあげる」

「い、いて！やめろ！」

「……あんたら。教室の入り口で何やってんのよ？」

　なんてことをやってたら、いつの間にか沢野先生が呆れ顔で廊下に立っていた。

「ほら、さっさと教室入って席着きなさい。午前中で帰りたいでしょ」

『は～い』

　俺たち三人は、教室の手前の席に素直に着いた。
　はぁ、さくらと手が触れ合っただけなのに、なにやってんだか、俺は。

　今時、中学生でもあんな反応しないってのに……

　恋人なんだって意識したら、なんか急に照れてきちまった。
　チラッと隣を見たら、さくらもこっちをちょうど見ていて、目が合ってしまう。
　ううっ、やっぱ照れる。

「それじゃ、プリント配るよ」

　先生は、俺とさくらと里美の机に持ってきたプリントを置いていく。
「あの、先生？」

　と、そこで里美が挙手をする。

「ん、なに、大貫？」

「なんで、私だけプリントの量が多いんですか？」
「あははっ。それはね、大貫。中根と山吹は化学以外は一応及第点なの。でも、大貫にはこの課題をやらせてくれって先生方が多くて多くて」

「そうなんですか……ううっ」
　憐れ里美。

　俺たちの数倍はあるかという枚数のプリントの前に、里美は打ちひしがれている。

「教科書見ながらでも良いからやりなさい。それ終わったら帰って良いから」

『は～い』
　・

　・

　・

　いくら化学が苦手とはいえ、教科書を見ながら＆先生に質問しまくれば十二時を待たずにプリントを終わらせられる。

　さくらも俺と同じく終わったらしい。二人で沢野先生にプリントを提出。

「よし、帰って良いわよ」

　の言葉をもらい、二人で教室を後にする。

「しんちゃぁあん。あと十分だけ待ってぇ～」

　後ろから聞こえてくる涙声は、無視する方向で。

「んじゃ、さくら。一緒に帰ろうぜ」

「あ、うん」

　俺がそう言ったときのさくらの顔が、照れてちょっと赤くなってるのが可愛かった。

　さくらと並んで学校を出、帰路の分岐点であるあの交差点までやってくる。
「ねえ、真」
「ん？」

「真って、今日の午後、なんか予定あるの？」

「別にないぞ」

「じゃあさ、どっか連れてってよ」

　そう言われて、ついキョトンとしてしまう。

　こ、これがいわゆるデートのお誘いというやつなのか？

「あ、ああ。良いぞ、どこ行く？」

「それは真が決めてよ」
「ん～、じゃあ、月並みだけど映画でも行くか？」

「うん」

　着替えてからすぐに待ち合わせて商店街に出ることに決め、俺たちは一時別れることにした。

「ごめん、待たせちゃった？」
「時間通りだろ。別に待っちゃいないさ」
　俺が、待ち合わせ場所に少し早い時間で来ていただけだ。さくらは一切遅れていない。

「ん～、でも、こういうのってお約束じゃない？」

「まあ、確かにな」

「それじゃ、時間ももったいないし行こ」

「って、おい！」

　さくらの腕が、いきなり俺の腕に回される。しかも、引き寄せるように引っ張るもんだから、やたらボリュームのある膨らみが腕に押し付けられ―――
「何、真？鼻の下伸ばしちゃって」

「ばっ、お前、わざとやってるだろ！」

　いたずらな笑みを浮かべてくるさくらに、思わず怒鳴ってしまう。

　そしたら、さくらは急にしゅんとなって、

「真は、こうされるの嫌？」

「い、嫌っていうか、むしろ嬉しいけど」

「じゃあ、良いじゃない。さ、行こ」

　かと思ったら、再び笑顔になって俺を引っ張る。

　……女って、なんでこんなにころころと変わるんだよ？
「ほら、真。早く行くよ」

「わかったから、引っ張るなって」

　商店街にある映画館に特に問題もなく到着。

　知り合い連中に今の状況を見られたら、面倒なことになりそうなので会わなくて幸いだった。

「真。何見る？」

「ん～、さくらは見たいのあるか？」

「真に任せるよ」

「そうだな……あ、危うい刑事がある」

　危うい刑事とは二人の刑事が大暴れしながら事件を解決していくというお話だ。結構好きなんだよな、このシリーズ。
「さくら、危うい刑事で良いか？」

「へぇ、真ってこういうの好きなんだ。良いよ、アタシはこれで」

「んじゃ、決まりな。時間もちょうど良いみたいだし、入ろうぜ」
　―――二時間後。

「アハハハハッ、いや～面白かったわ。特に最後のあれ、ダイナマイトが足元で爆発したら普通死ぬでしょ」

「ああ。ああいう無茶苦茶なところが面白いんだよな、このシリーズ」

　二時間たっぷりと映画を満喫し、映画館を後にする。

　俺もさくらも、大爆笑で十分楽しめた。

　楽しむには楽しめたのだが……今思えば、この映画ってデート向きではなかったかもしれない。

　ムードとか、そういうのは一切盛り上がらないしね。

「真、どうしたの？」
「いや」

　気を取り直して、さくらの手を握る。

　まっ、ムードならこれから盛り上げれば良いか。

「真……」

「適当に、どっかの店入ろうぜ」

「うん」

　強く握り返してくれた手を引きながら、良い店を探し始めるのだった。

　ふぅ……デートなんて生まれて初めてだったけど、あれで良かったのかな。

　♪♪～

　なんて考えていたら、携帯にメールの着信音が来た。

　送り相手はさくらからだ。

『今日は楽しかった。またどこか連れてってね』
　またどこかか。そうだなぁ……

「『俺も楽しかったよ。明日の補習の後、ボーリングでも行くか？』

　……メール送信っと」

　そう返信すると、程なくして再びメールが返ってくる。

『明日もデートしてくれるんだ。じゃあ、楽しみにしてるね。

　ボーリングか。明日は勝負だからね。負けたらゲーム代奢りだよ』

『マジかよ！俺、あんまりボーリングは得意じゃないんだが……でも、お前の提案ならしょうがない。その勝負乗るよ』

『やったー！じゃあ、明日は真に奢ってもらおうっと。それでね……』
　結局、俺たちのメールは夜遅くまで続いた。

　くだらない話ばかりだったのに、我ながらよく飽きなかったと思う。

七月二十二日（金）

　ピピピピッ　ピピピピッ　ピピ……ばしっ
「う～ん……朝か」
　目覚ましを止めて起き上がる。

　時刻は八時。昨日よりも余裕があるから、朝飯も食えるだろう。

「里美が来ないうちに、さっさと準備するか」
「ああ、平和だ」

　一人でゆっくりと、通学路を歩いていく。

　里美がいないだけで、なぜこんなにも安らいだ気分になるのか―――あれ、前にも同じこと考えたっけ？

　まあ、それはともかく、今日はなぜか里美が来なかった。

　どうせ寝過ごしたんだろう。起こしに行く義理はないから、当然起こしには行かない。
「あれ、真。今日は一人なんだ？」
「さくら」
　いつの間にか、あの交差点まで来ていたらしい。ばったりとさくらと出くわした。

「里美のやつは、多分寝坊だと思うぞ。今日は家に来なかったからな」

「へぇ、じゃあ、今日は、真をアタシが独占ね」

「独占ってお前」
「アハハ。さっ、学校行こ」

「はぁ、まあいいけどさ」

　さくらと一緒に談笑しながら教室までやってきて、ドアを開く。
「うりゃあああああああああ！！」

　バタン

　信じられない光景が広がっていたので、俺は思わずドアを閉めてしまった。

　……俺、暑さで頭がおかしくなってるのか？

　なんであいつがいるんだよ？

「真。どうしたの？」

「ああ、いや。なんかいるはずのないやつが中にいて」

「え？」

「中根、山吹。早く入ってきなさい」

　中から沢野先生の声。

　時間的にはまだ補習が始まる時間ではないのに、すでに沢野先生がいる時点でおかしい。

　しかし、この声が偽者であるということもありえないので、さくらと一瞬目配せし、教室の中に入ることにする。

「おはようございます」

「おはよ、しんちゃん」

「……って、なんであんたがここにいるの？寝坊したんじゃないわけ？」

　さくらにも見えるってことは、教室の中にいるこの巨体は幻じゃないらしい。

　そう。教室の中では、すでに里美がプリントをものすごい勢いでやっていたのだ。

「里美。お前、なにやってるんだ？」
「全く参ったよ。大貫にいきなり電話で叩き起こされて、今日の補習のプリントを早くやらせてくれってしつこいのなんのって。しょうがないから早く来たけど、眠いったらありゃしないわよ」
　里美に聞いたら、沢野先生が欠伸交じりで代わりに答えてくれた。

　なるほど、それで朝起こしに来なかったわけね。

「うふふ。しんちゃん、今日は私も午前中には終わるから、一緒に帰ろうね」

「え、あ、いや……」

　驚いた。まさかこいつがここまでの執念を見せるとは。
　里美のこと、まだまだ甘く見ていたということか！

　なんて感心してたら、さくらが俺の一歩前に踏み出して、

「悪いけど、真はアタシと一緒に帰るの。あんたとは帰りたくないってさ」
　ああ、また火に油を注ぐような発言を！
「何寝言言ってるの？しんちゃんと一緒に帰る権利が、ゴリラにあると思って？」

「あるわよ。だって、アタシは真の彼女なんだから」

『―――――なっ！？』

　さくらの爆弾発言に、里美はおろか、沢野先生まで固まった。

「なななななななななななな……」
「お前ら、いつの間にそんな関係に」

「嘘こくな、ボケエエエエエエエエエエエエエエ！」

　……収拾つくのか、この状況？

「嘘じゃないわよ」

「嘘よ！しんちゃんが、あんたのこと好きになるわけないじゃない！

　そんな素振り一回も見せなかったわ！ね、そうでしょ、しんちゃん？」

「その……さくらの言っていることは、本当のことだぞ。俺、さくらに告白したから」

「……あぅ」

　ばたんっ

　俺がそう言ったら、そのまま横に倒れる里美。

「おい、大貫！傷は深いかもしれんがしっかりしろ！」

「うがあっ！？」
「うわっ、すぐ復活した！？」

　里美……やっぱりお前は、殺しても死なないな。

「あんたいったいしんちゃんに何したのよ！
　脅したの、襲ったの、金渡したの！？」

「里美、いい加減にしろ。俺は、自分の意思でさくらと付き合うって決めたんだ」

「嘘！私は、認めない。こうなったら、勝負よ、ゴリラ！」
　びしっとさくらに向かって指を突きつける里美。

　何がこうなったらなのかよくわからないが、喧嘩を売られたさくらが当然黙っているわけもなく、

「いいわよ。こてんぱんにして、嫌でも認めさせてあげる」

「その言葉、そっくりそのまま返してあげる。勝負内容は―――」

「あ～、お前ら。盛り上がってるところ悪いが、そろそろ九時だから補習始めるわよ。

　修羅場の続きは補習終わってからにしてくれ」

　というわけで、さくらＶＳ里美の勝負は一時お預けになったのだった。

「よし、三人とも今日の分は終わったわね。それじゃ、朝の修羅場の続きをどうぞ」
「……先生。あなた、絶対楽しんでいるでしょ？」

「フフッ。そんなことないわよ」

　嘘だな。

　昼前に俺たちの補習のプリントが終わった瞬間に、朝のことをぶり返すなんて楽しんでいるとしか思えないじゃないか。

　口元だって、ものすっごい綻んでるし。
「さあ、この泥棒ネコ！いざ、尋常に勝負よ！」

「望むところよ！」

　さくらと里美も良い感じに盛り上がってるし……はぁ、俺、どうしよう？

「それじゃあ、勝負内容は―――」

「ちょっと待ちなさい。あんたが勝負内容決めるのは不公平でしょ」
「ちっ、しょうがないわね。それじゃあ、先生。勝負内容を決めてください」
「あれ、私が決めて良いの？」
　話をいきなり振られてキョトンとする先生。でも、それは一瞬ですぐに考え出し、
「そうね……それじゃあ、お弁当対決なんてどう？」

『お弁当？』

「やっぱ男は、うまいもの作る女に弱いからね」

　先生、なんだかんだ言ってますけど、もしかして腹減ってたから思いついたんじゃないでしょうね？
「審査員は中根がやれば良いでしょ。時期は明日の補習の後で良いわよね？」
「ええ。ゴリラ、これで文句はないわね？」
「いいわ。やってやろうじゃない」

「しんちゃんに至高のお弁当を作ってあげるわ」
「それはこっちのセリフよ！」

　二人のバックに轟々と炎が巻き起こる。ただでさえ暑いのに、これ以上熱くなってどうするというのか。溶けるぞ。

「そうと決まれば特訓よ！明日を待っててね、しんちゃん」

「真、悪いけど、ボーリングは中止ね。アタシも、特訓よ！」

　そして、止める間もなく二人同時に教室から飛び出して行く。

「ハッハッハ。青春だねぇ」

「先生。年寄りみたいなセリフ吐きながら笑ってる場合じゃないですよ！」
「失礼ね。私はまだ二十七よ！」

「先生の年はどうでも良いんです。あいつら、どっちも料理できないんですよ。その弁当を食わされる俺の身にもなって下さい！」

　俺がそう言うと、先生は俺の肩に手を置いて、

「男なら、食え！」

「って、命令ですか！」

「当たり前よ！女が自分のために作ってきたものを、中根は食わないというの？」
「うっ……それは……」

「酷いやつだな、中根は。男の風上にも置けない。ちゃんと付いてるのか？」

「つ、付いてますよ！何てこと言うんですか！」

「だってねぇ」

　うわっ、憐れみと侮蔑の混じった眼差し。

　くっ、この人は……

「わかりましたよ！食えば良いんでしょ、食えば！」

「エライ！よく言った！」

　しょうがない。こうなったら行けるとこまで行くしかない。

　なんか乗せられたような気もするけど……

「いや～、明日が楽しみだなぁ」
「……先生」

「それじゃ、中根。帰りに薬局でも寄って胃薬買っておいたほうが良いわよ。お疲れ様」

　そう言い残し、先生も教室から出て行ってしまう。

「はぁ。俺も帰るか……薬局寄ってから」

　とりあえず、先生のそのアドバイスだけは聞いておこうと決めた俺であった。

「ああ、えらいことになった」
　里美が料理できない―――というか、毒物を作り出すレベルだと言うのは承知済み。そして、さくらも料理はできないと言っていたはずだ。

　問題は、さくらがどの程度料理ができないかなんだよな。

　さくらに電話でもして確認してみるか。悲惨なことになってなきゃ良いけど……

「はい、もしもし」

　コールすること数回。すぐに電話からはさくらの声が聞こえてきた。

「真。どうしたの？」

「ああ、いや、今大丈夫か？」

「う、うん。大丈夫だよ」

「その……どうだ、料理の調子は？」

「え、あ、う、うん。結構良いよ。今も試作品を作ったし」

　明らかに上ずった声。非常に心配なのだが。

「なあ、さくら。その試作品、写メールで送ってくれないか？」

「うっ……それは、ほら、本番のお楽しみってことで」

　このごまかし方。つまり、見るも無残な試作品って訳か。

　はぁ、こりゃ、覚悟を決めるしかないな。

「……わかった。本番を楽しみにしてる」

「う、うん。任せて！」

　そこでさくらとおやすみを言い合って、電話を切る。

　明日、頑張るっきゃないか。頼むぜ、俺の胃腸。

七月二十三日（土）

　ハンカチ、ちり紙、筆記用具。

　学校に行く前の最終確認。

　……っと、危ない危ない。昨日買ってきた胃薬も持っていかないと。

　今日は、さくらと里美の弁当対決。

　そのためか、今日は里美が起こしに来ないのは幸いだが、問題は二人のお弁当である。

　胃薬で何とかなれば良いんだが……

　まあ、心配してもここまで来たらどうにもならない。なるようになれだ。

「忘れ物はないな」

　それじゃ、行くか。

　願わくば、無事に戻って来れますように。

「はい、三人ともご苦労さん。今日の分は終わりね」

　先生のその言葉は、開戦の合図だ。

　さくらと里美が同時にカバンを持って立ち上がり、俺の机までやってくる。

「さあ―――」

「―――勝負！」

　二人同時にカバンの中に手を突っ込み、それを取り出した。

　さくらは青、里美はピンクの布に包まれたその四角い物体から、異様なオーラを感じるのは俺だけだろうか？

「真。どっちから食べる？」

「そうだな……じゃあ、さくらの方から」

　青い包みを開け、弁当箱の蓋に手をかける。

　さくらがごくりと唾を飲む音。

「行くぞ」

　俺は、一気に蓋を開け放った。

「………………」

　弁当箱の中身は、白いご飯の上に海苔が乗った海苔弁だ。

　まあ、ここまでは良い。ただご飯を盛り付けて海苔を乗せるだけだから誰にでもできる。

　気になるのは、残り半分、おかずの方だ。

　おかずを一言で言い表すと、焦げまくって何を使ったのかわからない炒め物と、レタスをちぎって入れてあるだけだ。

　……大丈夫。まだ予想の範囲内だ。これなら、なんとか食えるだろう。

「い、いただきます」

　なんだかわからない炒め物を箸で取り、口に運ぶ。

　がりっ

「うっ……」

　一口噛んだ瞬間、焦げの苦味が口いっぱいに広がっていく。

「どうかな、豚肉とピーマンの炒め物」

　豚肉とピーマンだったのね。うん、言われてみれば確かに、焦げの味以外に豚肉とかピーマンの味が少しあるような気もしないでもない。

　苦いことには変わりないんだけどね。

「じゃ、じゃあ、次は里美、行くぞ」

　水気が多かったのか、びちゃびちゃしたご飯をかっ込んで舌を落ち着かせると、今度は里美の弁当箱に手をかける。

　さあ、恐怖の本命はここからだ。

　さくらの弁当のレベルは予想内。ちゃんと人が食える代物だった。

　問題はこいつ。常に俺の想像の上を行く里美が、いったいどんなものを作ってきたのか。

　以前、里美の料理を食わされたときには、死ぬかと思った。

　だって、あれは―――やめよう。思い出したくもない。

　しかし、あれから何年も経った今、里美は成長したかというと、間違った方向にパワーアップしているという嫌な予感がしてならない。

「…………よし」

　いつまでも手にかけたまま止まっているわけにはいかない。俺は覚悟を決め、ゆっくりと蓋を開けていき―――中身が見えた瞬間、蓋を閉じた。

「無理無理無理無理無理無理！」

　弁当箱を置いて、大きく後ろに跳び退る。

　あれは無理！絶対無理！

　なんか動いてんだもん！

　形容する言葉も見つからないほどのおぞましい何かが、動いているのを俺は見てしまったのだ。

「うわっ、くさっ。真がちょっと開けただけでこんなに臭うなんて」

「ちょっと、大貫。あんた何作ったのよ？」

「普通の玉子焼きですよ」
『いや、絶対違うだろ！』

　里美の返答に、同時に三人で突っ込んだ。

　こんな臭いのする普通の玉子焼きを、俺たちは知らない。

「しんちゃん。食べてよ～」
「すまん。断る」

「え～、せっかく作ったのに」

　こんなやつでも俺のために作ってくれたんだ。さくらみたいに焦げてたり、おかずの数が少なかったりする程度なら食ったさ。
　でも、こんな地球外生命体が入っているような弁当を持ってこられたら、いくらなんでも食えないって。
「それじゃ、そろそろ真打ちの登場と―――」

「って、先生までなんで弁当用意してるんですか！？」

　いきなり弁当箱を取り出した先生に突っ込む。

　まさかの参戦。しかも、先生って料理がうまいようには思えないんだけど。

「あははっ。冗談よ冗談」

「ほっ」

「……何、その安堵の溜息は？」

「気にしないでください。そんなことよりも、ジャッジに行きますよ、ジャッジに」

　ジャッジといっても、勝敗はすでに決まっている。
　ぎりぎり食べられるものを作ってきたさくらと、得体の知らない何かを用意した里美。考えるまでもない。

「んじゃ、この弁当勝負。勝ったのはさく―――」

「ちょっと待って！」

　さくらの勝ちを宣言しようとしたところで、里美に待ったをかけられた。

「しんちゃん。まさか、そのゴリラの勝ちだなんて言わないでしょうね？」

「いや、この勝負、どう見ても」

「思い出して。沢野先生がこの勝負を提案したときに言った言葉を」

「沢野先生の言葉？」

　……はて、なんて言ってたっけ？一字一句なんて覚えてないぞ。

「先生。男はうまいものを作る女に弱いって言いましたよね？」

「ん～、言ったかな？」

「言いました。つまり、この勝負は、しんちゃんにおいしいお弁当を食べさせたら勝ちということです」

　何を今更である。そんなことを確認したところで、勝負の結果がひっくり返るとでも思っているのか、こいつは。
「それで、あんたは何が言いたいわけ？負け犬の遠吠えにしては長いけど」

　さくらも俺と同じ考えなのだろう。呆れた声で、里美に先を促す。

　すると、里美のやつは笑みを浮かべ、

「ねえ、しんちゃん」

「ん？」

「このゴリラが作ったお弁当、おいしかった？」

「――――――！」

　そこで、こいつの言いたいことがようやくわかった。

「どうなの？あんな黒焦げのおかずに、ご飯だって満足に炊けてなかったみたいだけど」

「それは……」

「不味かったんでしょ？それなら、私もゴリラもしんちゃんにおいしいお弁当を作ってあげることはできなかった。つまり、この勝負の結果はドロー。無効ってことだね」

「………………」

　なんて答えたら良いんだろう。

　ここでうまかったと答えるのは簡単だ。

　でも、悲しいかなさっきの俺。うまそうには食べていなかったので、どう贔屓目に見ても嘘だということがバレバレなのである。

　しかし、だからといって正直に答えたら、さくらが……

「いいよ、真。アタシも自覚してるから、正直に言って」
　俺が迷っていたら、さくらがそう言ってくれた。

　……悪いな、さくら。

「……正直。うまくはなかった」

「やっぱりね。じゃあ、勝負は白紙。つまり、再戦よ！」

　里美が、得意気にさくらをびしっと指差した。さくらも、それに対して不敵な笑みを浮かべ、
「いいわ。次こそおいしい弁当を作って見せるから」

　と、堂々と言い放った。

「勝負は次の補習ってことで月曜日。それまでに、せいぜい腕を磨いておくのね」
「あんたこそ、せめて人間が食べれるレベルのものを作れるようになってきなさいよ」

　激しく睨み合うさくらと里美。そして、二人同時に走り出し、

「そういうわけだから、真。デートはまた今度ね」

「そういうわけだから、しんちゃん。デートはまた今度ね」

　と同じことを言いながら、教室から飛び出していった。
「真似すんな！」

「あんたこそ！」

　遠くから聞こえてくる、二人の怒声。

　まったく、仲が良いんだか悪いんだか……

「いや～、あんたら見てると本当に飽きないわね」

「先生。俺たちで楽しまないでくださいよ」

「面白いんだからしょうがないじゃない。それじゃ、月曜日も期待しているからね」

「……はぁ」

　去っていく沢野先生を見ながら、思わず溜息が漏れていた。

　明日は日曜ってことで補習も休み。

　本当なら、明日一日、フルにさくらとのデートに使いたかったけど、さくらは料理の特訓しているだろうからなぁ。

　……しょうがない。明日はゆっくり休んで、日ごろの疲れを落としますか。

七月二十五日（月）

「おはよ、姉さん」

「おはよう、真哉」

　起きて階下に降りると、姉さんは朝食の準備中のようだった。

　味噌汁のいい匂いが、台所を良い感じに満たしている。

　……ふぅ。あいつらの弁当からも、うまそうな匂いがしたらいいんだけどなぁ。

　まあ、二日やそこらで、早々変わるもんじゃないか。

「どうしたの、真哉。浮かない顔して」

「ん、ちょっとね」

　今の状況を姉さんに相談してもどうしようもない。食うのを代わってもらうわけにもいかないしね。
「ああ、そうだ、真哉。お昼ご飯なんだけど。はい、これ」

　そう言って姉さんが渡してきたのは四角い弁当箱。

「補習、昼過ぎまでやっているみたいだから、お腹すくでしょ。
　私、今日試験だから、お昼いないの。だから、これ食べてくれる？」

「いや、その……」

「受け取って。いつもみたいに、ファーストフードで済ませてたら、あんまり体にも良くないしね」

「は、はは……」

　姉さんの厚意はありがたいが、今日やるイベントは弁当対決である。
　それなのに、俺が姉さんの弁当を持っていくのは……

　この間の弁当対決のとき、昼飯を用意していた姉さんに、ファーストフードで済ませてきたとごまかしたのがまずかったのか。
「姉さん、その……」
「あ、もうこんな時間。それじゃ、戸締りお願い。今日は、三時くらいに帰ってくると思うから、出かけるなら鍵はいつものところに置いていってね」

　姉さんは、それだけ言い残すと俺が止める間もなく飛び出していった。

　……どうしよう、この弁当箱？

　残された俺としては非常に困る。

　姉さんの厚意を無下にするのは嫌だし、かといって、放置していくわけにもいかないし……
　こうなったら、根性で三人分の弁当を食うしかないか。

　夏だっていうのに、そんなに食欲あるかなぁ？

「さあ、始まりました第二回弁当対決。第一回の結果は引き分けということで、山吹、大貫両選手も今度こそはと気合が十分のようです。さて、そんな彼女たちを見て、一言いただけますか、審査員長の中根さん」

「ノリノリですね、先生」

　司会口調の先生の後ろには、場を盛り上げるための発明品（勝手に拍手したり、紙吹雪を撒いたりする機械）がガチャガチャ暴れていて、俺としては呆れるほかない。
　紙吹雪の掃除は自分でしてくださいよ、先生……

「勝負よ！」

「望むところよ！」

　そんな俺を余所に、他のみんなはテンション上がりまくりのようだ。さくらと里美は一昨日と同じように、弁当を俺の机に置いて睨み合う。

「……はあ、それじゃ、今日もさくらの方から開けるぞ」

　青い包みに包まれた方―――さくらの弁当箱を手に取る。

　包みを解き、四角い弁当箱の蓋を開ける。

「へぇ」

　海苔弁なのは前回と同じ。肝心のおかずは、大きめに切った鶏肉の塊を焼いたものと、前回同様にレタスをちぎったものが入っていた。
　見た目は問題ないどころか、結構うまそうなできである。

「それじゃ、いただきます」

　鶏肉を箸で口まで運び、一口。

　味付けは、塩とコショウかな？結構うま―――
「―――うぷっ！？」
　思わず吐き出しそうになるのを寸前で踏みとどまる。

　最初の一噛みは気付かなかったが、噛んでいくうちに口の中が異変に見舞われた。

　……生だ、これ。

　噛んだところを見ると、火が通っているのは表面だけで、中は綺麗なピンク色。

「どうかな？この前のは焦げちゃったから、今回は焼き過ぎないようにしたんだけど」

　焼き過ぎないようにって、だから生なのか？

　さくらって、こんなに両極端なやつだったんだな。０か１のどちらかで、その中間を作れないのかよ。いくら世の中がディジタル主要になっているとはいえ、アナログも大事だと思う、今日この頃である。
「ううっ、さくら。これ、ほとんど生だぞ」
「マジで？

　……って、うわ、本当だ」

　鶏肉の断面図を見せると、さくらも納得したようだ。

「ごめん、真。またアタシ失敗しちゃった」
「まあ、いいけどさ」

　さくらなりに一所懸命やったのだろう。だから別に、怒ることじゃない。

「さくら。今度また、頑張ってくれよな」
「うん」

「ちょっと待ちなさい！今度なんてあると思ってるの！」

　俺の励ましに待ったをかけたのは里美だ。

　今回の勝負も、両方うまくないからどうせドローだって言うのに、何を言うんだか。

「しんちゃん。今、失礼なこと考えてない？」

「いや、そんなことはないぞ」

「とにかく、私のお弁当を食べてよ！」

　俺がいつまでも里美の弁当箱を開けないもんだから、里美のやつが勝手に開けて見せてきた。

「うわっ、やめっ……あれ？」

　どんな恐ろしい生物が飛び出すかと思いきや、弁当の中身はいたって普通。
　白いご飯にハンバーグ。スパゲッティにポテトサラダ……ん、待てよ？

　このレパートリーに、食品の形状。どうも見覚えがある。

　確か、近所のコンビニの弁当にこんなものがあったような……

「なあ、里美」

「何、しんちゃん？」

「まさかとは思うが、コンビニの弁当を買ってきて、それを移し変えただけじゃないだろうな？」

「あはははは。ささ、食べちゃって食べちゃって」

「図星か」

　まったく、こいつときたらろくなことを考えないな。

「ううっ、良いじゃない。別に市販のものを使っちゃいけないなんていうルールは決めなかったでしょ」
「それはそうだが、普通こういうことやるか？冷凍食品を使うとかならまだしも、これじゃあコンビニ弁当買ってきたのと同じじゃないか」

「そうそう。そこまでして、勝ちたいわけ？」
「ゴリラは黙ってなさい！

　おいしいものさえ用意すればいいんだから、私は間違ってないわ。これで私の勝ちよ！」

　そりゃ、コンビニの弁当は嫌いじゃないし、それなりにうまいだろう。単純な味覚だけの勝負なら、里美の勝ちということになるが……
「きゃははははははっ。さあ、私の前にひれ伏すがいいわ！」

　ちょっとカチンと来た。

　いくら勝負に勝つためとはいえ、今回のこれはちょっと反則だ。里美がそういう考えなら、こっちにも考えがある。

「おい、さくら」

「え、何？」
「これ、お前が持ってきたってことにしろ」

　カバンから朝に姉さんからもらった弁当箱を取り出すと、さくらに手渡した。

「これは？」

「姉さんが作ってくれた弁当だ」

「ちょ、ちょっとしんちゃん！そんなの、ずるいよ」

　姉さんの作った弁当と知るや否や、抗議の声を上げる里美。計算どおりである。

「里美。何で文句があるんだ？おいしいものさえ用意すればいいと言ったのはお前だぞ。さくらが、俺の姉さんからうまいものを調達してきてもなんら問題はないだろ？」

「うっ、それは……」

「お前が言っているのはこういうことだ。さあ、どうする？このまま審査してもいいか？
　わかってると思うが、姉さんの料理はコンビニの弁当なんかよりもずっと」

「わかった！今回の勝負はドロー。それでいいでしょ」

「俺としては、お前の反則負けってことで終わらせたいんだが」
「そんなこと言わないで！しんちゃん、私にもう一回だけチャンスを頂戴！」

「わ、わかった」
　そんな風に目を潤ませながら言われたら断れないじゃないか。殺されるかと思ったぞ。

「じゃあ、最後の勝負は明後日だ。それでいいな、二人とも」

「うん」
　俺がそう決めると、二人は大きく頷いた。そして、そのタイミングがほぼ同じだったのか気に入らないのか、お互い睨み合い、

「屁理屈、反則ときて、そろそろネタも切れたでしょ。次こそあんたをぶっ飛ばすわ」

「フンッ。地べたにはいつくばって許しを請うのは、あんたの役目よ」
　そして、いつものごとく走り出し、
「しんちゃ～ん。明後日を、楽しみにしててね～」

　と、里見だけ教室を出ていった。
　……って、あれ？

　さくらのやつ、姉さんの弁当箱を見て、なんで固まってるんだ？
「さくら。どうしたんだ？」

「真。この弁当、開けても良い？」
「別にいいけど」

　俺が許可を出すと、さくらはいそいそと包みを開き、弁当箱を開ける。

「わぁ」

　思わず感嘆の声を開けたさくらが見た弁当箱の中身は、玉子焼きにタコさんウインナーという王道に、ツナサラダとレタスにミニトマトが入っている。

　彩り鮮やかなその弁当は、視覚的にも食欲をそそってくる。

「た、食べてもいい？」
「ああ」

「いただきます」
　さくらは、玉子焼きをつまむとそのまま一口。

「うわっ、何これ。本当に玉子焼きなの？」

「そんなに驚くことか？」
「だってアタシ、こんな玉子焼き食べたことない。甘くて、すごくおいしい。他のは？」

　玉子焼き以外のものも、一口ずつ口に入れ、その度になぜか意気消沈していき、

「……はぁ」

「どうしたんだよ？溜息なんてついて」

「だって、真が弁当持ってきてるってことは、アタシ等の弁当をまともに食えないって思ったからでしょ？」

「別に俺はそんなつもりじゃ」

「いいのいいの。ちょっと悔しかったけど、これ食べて納得したわ。この弁当じゃ、仕方ないやって感じ。

　それにしても、真がおいしいって思うレベルは、ここまでおいしいのを作らなきゃいけないのね」

　さくらは、そこで少し思案した後、
「ねえ、真。あんたのお姉さんって、もう夏休み入ったの？」

「え……いや、わかんないけど、今日は試験だって言ってたし」

「何時に帰ってくるかわかる？」

「えっと、三時とか言ってたかな」

「本当？ならさ、今日、真の家に行ってもいい？」

「ええっ！？」

　家に来るって、唐突過ぎるぞ！

　俺、全然部屋掃除してないや。
　やばい、やばいぞ。このままでは、俺が不潔だと思われてしまう。

「真。お願い」

「……あ、ああ。別にいいけど」

　ああ、俺のバカ。惚れた弱みか、どうして断れないんだよ。

「ありがと、真。それじゃ、早速行こう」

「今から！？」

　これじゃあ、簡単な掃除すらできない。

　やばげな本とか出してないよな？昨日は読んだ記憶ないし。
「ほほう。今日は、自宅デートか」

「うわぁっ！？」

　背後からいきなり声が聞こえてきたので、思わず俺は飛び跳ねた。

「せせせせ先生！脅かさないでくださいよ」

　この人がいたこと忘れてた。

　先生の目の前で、デートの約束してるなんて恥ずかし！

「せ、先生。趣味悪いですよ。こういうときは気を利かせて、さっさと退散してください！」

「山吹が照れてるところって初めて見るわねぇ」
　な、なんて楽しそうな顔をしてるんだ、この人は。

　この場にいたらダメだ。絶対玩具にされて遊ばれる！

「さくら、行くぞ」

「う、うん」

「あ～、教師の立場から言うけど、不順異性交遊までは行くなよ」

「失礼します！」
　そんな先生の声を聞きながら、俺たちは脱兎のごとく逃げ出すのだった。

「じゃあ、上がってくれ」

「お邪魔します」

　自宅まで一直線にやってきた俺たち。とりあえず、さくらを家に上げ、居間へと案内する。

「暑いなぁ。ちょっと待ってろ。麦茶入れてくるから」

「うん」

　エアコンを入れ、台所の冷蔵庫から冷えた麦茶を用意する。
　それを、二つのコップに注ぎ、ソファーに座っているさくらのもとまで運ぶ。

「ほい」
「ありがと」
　しばし、そのまま麦茶を飲んだり話をしたりして……

　う～ん、その、なんだ。

　彼女が自宅にいるって言うのは、なんか落ち着かないな。

　妙に意識しちまうっていうか……

「どうしたの、真？さっきからそわそわして」

「あ、いや……」
　……なんて答えるよ？

　お前の一挙一動が気になって気になって……って正直に答えるか？

　かなり恥ずかしいぞ、それ。

「ただいま～」
　なんて軽く混乱していたら、玄関から救いの姉さんの声。

　助かった！

「お帰り～」

「ただいま、真哉。

　あれ？そっちの子は確か、さくらちゃん……だったかしら？」

「はい。お邪魔してます」
　居間に入ってきた姉さんに、ぺこりとさくらが頭を下げる。それから顔を上げ、まっすぐに姉さんの方を見て

「あの、真のお姉さん」

「璃々でいいわよ」

「璃々さん。今日はお願いがあってきたんです」

　……あれ、そうだったの？

　じゃあ、家に来たのって姉さんに用があったから。

　ってことは、さっきまでさくらを意識してた俺って、いったい……
「璃々さん。アタシに料理を教えてください。お願いします」
　大きく頭を下げるさくら。なるほど、姉さんに料理を習うことを思いついたのか。

　確かにそれなら、一人でやるよりも効率は良さそうだ。

「え、ちょっと、急にそんなこと言われても、事情が良く飲み込めないんだけど」

「姉さん。実は―――」

　俺とさくらは、現在行われている弁当勝負のことを姉さんに説明した。

「……彼女。あなたが、真哉の」

「はい」

「……そう。それで、認めたくない里美ちゃんと、お弁当勝負をすることになったのね」

　なんだろう？今、一瞬だけ姉さんの表情が翳ったような。

「うん。そういう理由なら、協力してあげる」

「ありがとうございます！」

「それで、さくらちゃん、料理はどれくらいできるの？」

「それは―――」

　……気のせいか？
　姉さんはいつもの様子で、さくらと話をしている。

「それじゃ、簡単なものからね。ほら、真哉。いつまでもそんなところでボーっとしてないで、部屋に戻ったら？」

「いいよ。俺も手伝うし」

「だ～め。失敗するかもしれないんだから、そんなところを見せられるわけないでしょ。特にさくらちゃんはあなたの彼女なんだから、それくらいわかってあげなさい」

　そう言われて、さくらに視線を向けると、さくらは小さく頷いた。
「……しょうがない。それじゃ、上にいれば良いのね」

「悪いね、真」

　一階を追い出され、部屋に戻るしかなかった俺。

　しかし、どうしても階下の様子が気になってしまう。

　ううっ、何作ってるんだろ？でも、覗きに入ったら姉さんに追い出されるだろうし……

　ああ、くそっ。掃除でもして、気を紛らわせるか。

「ああ、気になるなぁ」
　ベッドの上で丸くなりながら、俺の口からそんな言葉が漏れてしまった。

　結局、あの後さくらの料理する姿どころか、完成した料理すら見ることなくさくらは帰ってしまった。

　なんでも、本番までお楽しみということらしいが……

　やっぱ気になるよぉ。

　寝付けぬまま、夜は更けていくのだった。

七月二十七日（水）

　そしていよいよ、決戦の日―――

　補習が終わり、二人の女が俺の机の前で対峙する。
「唸る巨体。最高のパワーを持つヘビーファイター。人は言う、こいつに轢かれたら、事故だと思ってあきらめろ―――ダンプカー大貫里美。
　それに対するは、唯一ダンプカーにパワーでためはれる女。何人の男をその跳び蹴りで地面に沈めたのか、足癖の悪さは逸品―――三角跳びの山吹さくら。

　二戦二引き分けで迎えた三戦目。今回は、どうなってしまうんでしょうか？」

「……ツッコミませんからね。先生」

　俺たちが補習のプリントをやっている間に何か考えていると思ったら、こんなくだらないキャッチコピーを考えていたのね。この人は……
　楽しんでる。今、この場にいる中で一番活き活きしてるよ。

「それじゃあ、第三回お弁当対決、ファイッ！」

　先生がゴング（自前）を鳴らした瞬間、二人が机の上に弁当箱を置いた。

「真」
「どっちから食べる？」

「じゃあ、さくらの方からだ」
　さくらの弁当箱を引き寄せ、包みに手をかけると、さくらが小さく唾を飲む音が聞こえてきた。

　俺は、この中身を全く知らない。

　昨日もさくらは来て、姉さんに料理を教わっていたけれど、俺だけ再び追い出されて、どこまでさくらの料理の腕が上がったのかわからないのだ。

　俺も少し緊張しながら、蓋を開ける。
「……あ」

　弁当箱の中に入っていたのは、白いご飯と形の崩れた玉子焼き。それとレタスとミニトマトだ。

　この中で、料理といえるのは玉子焼きのみ。これこそが、昨日一昨日のさくらの特訓の成果なのだろう。

「いただきます」

　俺は、玉子焼きを口に入れ、咀嚼する。

　甘めの味付けの中に、少し焼きすぎたのか焦げの苦味も混じっている。

　けれど、最初の頃に比べれば格段に―――いや、これは普通の料理としても十分いける。

「うん、うまい」

「本当？やった！」

　飛び跳ねて喜ぶさくらの顔を見て、本当に頑張ったんだなというのが伝わってきた。
　良い顔して笑うなぁ、さくらのやつ。
「……うっ」

　なんて思いながらさくらを見ていたら、側面から怨念を感じた。

　この方向にいる相手はわかっている。わかっているが、忘れていた。

　まだ、弁当勝負の審査が残っていることを。

「わ、悪いな、里美。お前の方の弁当も今開けるから」
　時とーっとした里美の視線を受けながら、大急ぎで里美の弁当を開ける。
　そして、中から出てきたのは―――

「あれ、これって……」

　目に入ってきたのは、弁当箱いっぱいに詰められたご飯。そのうち半分にはふりかけがかけられ、残り半分の中心にはちょこんと梅干が乗っていた。

「おかずが、ない」

　不審に思って里美の方を見ると、こいつにしては珍しい。照れたようにそっぽを向いていた。
「里美？」

「おかず……何度やってもおいしいのが作れなかったから。

　その、それが私の精一杯だから……」

「……そっか」

　俺は、ふりかけご飯を口に運ぶ。

「お前にしては、十分うまいじゃないか」
「……え？」

「無理して得体の知れないもの作ったり、ずるして買ってきたもの使わなくたって、俺にうまいって言わせられるじゃないか。お前の精一杯でさ」

「しんちゃん……」

　俺がそう言ったら、里美はうっとりと目を細める。

　あ……もしかして、俺って、まずった？

　体中に嫌な予感が駆け巡る。それと同時に、里美の目が、うっとりしたものから獲物を狩るものの目へと変化して行き、
「しんちゃん、そういうところが大好き！」

「のわぁっ！？」

　里美の抱擁を寸でのところで回避。すぐさま距離をとる。

「逃げないで、しんちゃ～ん」

　や、やばい。里美の目が妖しく光ってる。それはもう、爛々と。

　さくらの笑顔を見て、あったかい気持ちになっていたせいか油断した。

　あの里美に、あんな言葉をかけてしまうなんて！

　迂闊。なんて迂闊なんだ俺は！

「うふふっ、しんちゃん」

「里美。言っておくが、弁当勝負の勝ちはさくらだからな。さくらの方がうまかったんだから」

「聞こえない。な～んにも聞こえないわ」

　ダメだ。里美のやつ、完全に意識がぶっ飛んでる。こうなったら、

「逃げるぞ、さくら」

「……フンッ」

「なんで、お前、ムスっとしてるんだよ」
　頼むから、これ以上面倒なことにならないでくれよ。

　里美の手をかいくぐりつつ、カバンを手に取り、ついでにさくらの手も取った。
「あ」

「ほら、逃げんぞ。先生、お疲れ様でした」

　さくらの手を引いて走り出す。

　後ろからは、俺の名を呼ぶ恐怖が迫ってくるので、振り返れない。

「全力疾走！」

「はぁ、はぁ……ここまで来れば大丈夫だろ」

　里美の追っ手を振り切り、肩で息をする俺。

　そんな俺を、さくらはいまだ機嫌の悪そうな顔で見つめていて。

「さくら。さっきからいったいどうしたんだよ？」

「……別に」

「別にってお前、さっきはあんなに笑ってたのにさ」

「フンッ」

　そっぽを向くさくら。思わず、やれやれと言いたくなる。

　いったい、なんでこんなことに……って、もしかして。

「もしかして、お前、里美に言ったことで妬いてるのか？」

「―――――ばっ、そんなことない！」

　さくらは、一瞬で耳まで真っ赤になって否定する。
　でも、それがビンゴということは手に取るようにわかって……

　それが妙に可愛いと思ってしまった。
「ごめんな、さくら」

　さくらの頭に手を載せ、そっと撫でる。

「さくらは俺の彼女だもんな。お前に一番優しくしなくちゃいけないのに」

「真……」

「このままどっか遊びに行くか、なっ？」
「……うん」

　そうして俺たちは、制服のままデートに出かけるのであった。

　♪♪～

　夜、風呂から上がって自室に戻ってきたところで携帯が鳴った。
　着信を見ると、さくらから。俺は携帯の通話のボタンを押して、耳に当てる。

「もしもし。どうした、さくら？」

「もしもし、中根君かね？」

「………………」

　さくらからの電話のはずなのに、聞こえてきたのは野太い男性の声。

　し、しかもこの声って、

「さ、さくらの親父さん！？」

「ハハハ。お義父さんと呼びなさい」
　なんでいきなりこの人から、それもさくらの電話からかかってくるんだよ？

　俺、さくらにまずいことしたか？

　いや、それを言うならさくらと付き合っている時点で男親にしてみればまずいことなんだろうけど、いやいや、この人は普通の娘を持つ父親には当てはまらないような―――

「こ、こんばんは！」

　とりあえず、頭を大きく下げて挨拶。

「こんばんは。良い夜だねぇ」

「は、はぁ、そうですね」

　なんて答えるが、窓の外を確認する余裕もない。彼女の父親から電話がかかってくるなんていう異常事態なので、そこら辺は勘弁してほしい。

「と、ところで、何のご用件でしょう？」

「いやぁ、用というほどのことではないのだがね」

　じゃあ、かけてこないで下さい。

　とは、当然ながら言えない。

「さくらとは、最近うまくやっているようだね」
「え、ええ、まあ」

「不器用なあのさくらが、弁当を用意するなんて……味見役をさせられたときには死に掛けたがね、父親としてこれ以上嬉しいことはないよ」

「は、はは……」

　死に掛けても嬉しいものなのか。やっぱ父親ってすごいな。
「……中根君」

「はい？」

「さくらは、君のことを本当に好きなんだ。だからこれからも、よろしく頼むよ。できれば、何があってもね」
「はい、もちろんです。俺だって、さくらのこと好きですから」
「……そうか。そうであれば良いな」

「？」

　さくらの親父さんの言葉は小さくて、良く聞き取ることはできなかった。

「さて、そろそろさくらも風呂から上がってくるだろうから、切らせてもらうよ」

　……入浴中に、勝手に携帯を使ってたのね、この人。

「それでは、おやす―――ほぎゃぁ！？」

「こんの、クソ親父！勝手に人の部屋入って、あまつさえ携帯を勝手にいじるなんて！」

「お、落ち着けさくら！バットは、いくらなんでも……ぎゃあああああああああああああ！」

　電話の向こうから聞こえてくる、悲鳴と怒声。
　それだけで、電話先の様子がリアルに想像できた。

「……どうしよ？」

「あ、もしもし」

　途方に暮れていたら、電話から聞こえるさくらの声。

「ごめんね。アタシ、ちょっと用事ができちゃったから、また明日ね」

「あ、ああ」

　切れる電話。さくらの用事がなんなのかを悟った俺は、ただ黙って冥福を祈ったのだった。

七月二十九日（金）

　青い空には小さな雲と黄金色の太陽。

　日の光を受け、波が反射し幾重にも光り輝く海。

　真っ白な砂浜で遊びまわる家族連れやカップルたち。

　淳のおじさん、おばさんが運転する車に乗って数時間。轟家の別荘に到着した俺たちは、早速この海へと繰り出していた。

「真～！空いている場所、見つけたぞ～！」

「お～う、今行く～！」

　こっちに向かって手を振る淳の姿を見つけ、そっちに歩き出す。俺の肩にはパラソルが担がれており、着替えに時間がかかるであろう女の子たちのために、先に着替え終わった男二人で場所取りをしておこうという魂胆だ。

「ここで良いよな？」

「ＯＫだろ」

　淳の見つけた場所に、パラソルを立てたりビニールシートを敷いたりする。

　いくら淳の家が金持ちだろうと、流石にプライベートビーチではないらしい。それでも夏真っ盛りのこの時期、普通ならばもっと砂浜は人で溢れまくっているはずなのに、あっさり場所が見つかるほどの人数しかいない。いわゆる、穴場というやつなのだろう。

「よし、準備はこれで良いよな」

「そうだな。後は、みんなが来るのを待つだけだ」

　さくら、飯塚さん、絆ちゃんに姉さん……果たして、どんな水着姿を見せてくれるのか。

　男の本能なので、つい想像してしまう。ああ、非常に待ち遠しい！

　どよっ！

　と、そこで、いきなり砂浜の一角が騒がしくなった。

　ついに来たか！あれだけの美女軍団。騒がしくならないわけがない。

　早速俺も、騒ぎの渦中の美女たちの水着姿を見ようとそちらに体を向け、

「しんちゃ～～～～～～～ん！！」

「って、おまえかああああああああああああああ！！」

　何人もの人たちをぶっ飛ばしながら砂浜を走ってくる異次元生命体を、寸でのところでかわす。

　あ、危ないところだった。

　里美のことを、完全に失念―――というか、考えないようにしていたせいで、こいつもまた、別の意味で騒ぎを起こすことを忘れていた。

「ううっ、しんちゃんが避けた」

「当たり前だ！」

　こいつの水着姿なんて見ていても、目の保養どころか毒にしかなりそうにない。俺は、こんなものを見に海に来ているのではないのだぞ！

「しんちゃん。今、ものすごく失礼なこと考えてなかった？」

「気のせいだ」

　里美の言葉にぴしゃりと言い放ち、里美が通ってきたことで分かれた人垣の先を見る。

　里美が来たんだから、他のみんなも、もう来るはず―――って！？

　ばふっ

「あいたっ！？」

　高速で飛来した何かが俺の顔面に直撃し、俺はひっくり返る。

　い、いったい何が？

「真～、あれぐらい受け止めなきゃ」

　そんな言葉とともに、俺の顔面で跳ね返ったものが体の上に落ちてきた。ビーチボールだ。

　こんなものを、あんな高速で投げられるやつといったら声の主である怪力女しかいない。

「さくら、てめ―――」

　さくらに文句を言おうと跳ね上がり、俺は見事に言葉を失った。

「……何よ？」

　そんな俺を怪訝そうに見つめるさくらの格好は、ビキニである。

　なんというか、反則的だ。特に胸とか胸とか胸が。

「お待たせ～、淳君。中根君」

「お義兄ちゃん♪」

　とそこへ、花柄のワンピース風の水着を纏った飯塚さんと、明らかに狙っているとしか思えないスクール水着を着た絆ちゃんがやってくる。

「あ、真哉。良い場所取れたみたいね」

　そしてさらに、大人の魅力ムンムンのビキニの姉さんまでやってきて―――

「神よ、感謝します」

　思わず、そう祈りたくなるほどの感動を噛み締める。

　あぁ、生きてて良かった。

　これで後方にいる異次元生命体さえいなければ文句はないのだが、そこまで望むのは欲張りというものだろう。

「真。ものすっごいスケベな顔してるわよ」
「うっ…」

　そんな俺を見てか、さくらにじと目で見られた。

　くっ、だってしょうがないじゃないか。俺だって男なんだし。
「デレデレして、だらしないったらありゃしない」
「ほっとけ。惚れた女の水着見たら、大抵の男は興奮するっての」

「―――なっ！？」
　最近わかったこと。さくらはこういう不意打ちに弱いらしい。

　一瞬で真っ赤になってしまうのだ。そこがまた可愛いんだけどね。

「バ、バカ」

「さくら、顔赤いぞ」
「暑いからよ！海に入れば、元に戻るんだから」

　さくらはそう言いながら俺の手を握ってきて―――って、ええっ？

「さくら？」

「泳ぐわよ、真」
「な、ちょっ、待―――！」

　待て待て待て！ひょっとしてこいつ、俺のこと知らないのか！？
　話してなかったっけ、俺！
　照れ隠しで、こんなことをしているのはわかるが、このままではやばい！
「ほら、真。沖まで競争だからね」

　そのまま海に向かって放り投げられ、ばっしゃ～んと音を立てて沈む。

「ブクブクブク……」

　さて、ここで俺の秘密を一つ明かそう。

　―――俺は、筋金入りの金槌である！

　海水は普通の水よりも体が浮かびやすかろうがなんだろうが、浮かばないものは浮かばない！

　しかも落下地点は結構深いところらしく、今現在沈み中。

　じたばた　じたばた

　暴れても、当然のごとく浮かずに無駄に体力を使うだけ。

　……やばい！本気で死ぬ！

　苦しい！助けて！ヘルプミープリーズ！

　ああ……意識が遠のいて……
　・

　・

　・

「ごふっ、ごふっ」
　何かしょっぱいものを吐き出しながら目が覚めた。

　これは、海水？そっか、俺、溺れて……
「良かった、真哉。気付いたのね？」

　目の前には、微笑む姉さんの顔。
　半身を起こして周りを見回すと、なんかみんながみんな、赤い顔して俺と姉さんを見ていた。

「……？」

　なんで、みんなあんな顔してるんだ？

「真哉。大丈夫？」

「うん。俺は大丈夫だけど……」
　それより、みんなのこの反応が気になる。

　姉さんも、俺の様子に気付いたのか、周りを見回して、
「あら、みんなどうしたの？そんな風に、固まっちゃって」

「しんちゃ～ん！」
「いきなりかよ！」

　姉さんの言葉で硬直が解けたのか、里美が唇を突き出して走ってきたから、とりあえず避けておいた。

「ううっ、里美も人工呼吸するぅ」

「間に合ってるよ！」

　……って、ちょっと待て。今、里美のやつ、里美もって言ったか？

　もってことは、つまり―――

「姉さん。もしかして、俺に、人工呼吸」

「ええ。したわよ」

　さらっととんでもないことを言ってくれる姉さん。

　これで、周りの連中の反応の意味がようやくわかった。

「ね、姉さん。どうして、そんなこと？」

「どうしてって、真哉の呼吸が止まってるんだもの。当然でしょ」

「いや、それはそうかもしれないけど……」

　だからって姉弟でマウストゥマウスってのは……ん、待てよ。姉弟だから問題ないのか？
　姉さんが俺のことを弟って思ってるからできるんじゃん。他人だって思ってたら、そんな簡単にできないよな。

「しんちゃん！捕まえた！」

「って、しまったぁ！」

　うんうんと一人で納得していたら、目の前にはこっちに向かってダイブしている里美の姿。

　まずい、このタイミング……避けられない！

「おらぁっ！」
　一瞬走馬灯が見えたその瞬間、里美の巨体を側面からの跳び蹴りでさくらが吹っ飛ばした。
「大丈夫、真？」
「おう。助かった」

「良かったぁ。
　それと、さっきはごめんね。真が泳げないなんて知らなかったから」

「さくらちゃん」

　笑いながら謝るさくらを、姉さんが睨み付けた。
「あなた、真哉の恋人なんでしょ。なら、もっと真哉を大切にして」
「あ……」

「真哉の呼吸は止まってたのよ。もしかしたら、知らなかったじゃ、済まされなかったかもしれないんだから！」

　姉さんの言葉に、さくらの表情が見る見る曇っていく。

「そう、だよね……アタシ、真に酷いことしたんだ」

「さくら」

「ごめん、真。本当にごめん」

「いいよ。今度から気をつけてくれればさ。姉さんも、もうそれで良いだろ？」
「……真哉がそう言うなら、いいけど」
「なら、この話はここでおしまいにして、なんかして遊ぼうぜ」
「あ～先輩。遊ぶのは良いんですけど、ちょっと気になることが」

　俺が話を変えて盛り上げようとしたところで、絆ちゃんが訊いてくる。

「さっき、先輩のお姉さんが、先輩とさくら先輩が恋人って言ってたような気がするんですけど」

「ああ、そうか。みんなにはまだ言ってなかったっけ。俺とさくら、付き合い始めたんだよ」
「えええええええっ！？」

「真と」

「さくらちゃんが！？」

　ちなみに、上から巫凪、淳、飯塚さんだ。
　俺の告白に、目を丸くして驚いてくれている。
「……先輩。勇気ありますね。大貫先輩はどうする気です？」

「絶対にしんちゃんをあきらめない～～～～～～～！」

　そう叫びながら走り回る里美を見て、絆ちゃんは、冷静に痛いところをついてくる。

「大丈夫よ。あの豚から、アタシが真を守るから」

「さくら……」

「さくら先輩。ずいぶん男らしいですね」

　そして、俺は情けない。

　さくら、それは俺のセリフとして言いたいんだが……まあ、里美相手に言えるセリフじゃないのはわかってるけど。

「じゃあ、二人の関係は飲み込めました。それなら、みんなで遊ばないで二人で遊べば良いじゃないですか」

　願ってもない絆ちゃんの提案。でも、良いのだろうか？

　それって、里美を抑えるってことなんだが。
「良いのか？」
「はい。恋人の邪魔は、したくありませんから」

「……本心は？」

「傷心の大貫先輩を明奈と先輩のお姉さんに任せて、私は淳さんと二人きりに」

　怪しく目を光らせながら、絆ちゃんは小声で呟いた。

　なるほど。そういうことね。
　妙に絆ちゃんらしくて、それなら納得だ。
「どうする、さくら。お言葉に甘えちまうか？」

「アタシとしては、その方が嬉しいかな」

「なら姉さん。里美のこと、頼んでも良いかな？」

「……わかったわ。里美ちゃんの面倒は私が見るから行ってきなさい。今度は気をつけてね」

「は～い」

　了解が取れたので、さくらの手をとって歩き出す。
　さて、二人で何をしようかな？
「ねえ、真」

「ん？」
　なんて迷ってたら、さくらのほうから声をかけてきた。

「アタシが、泳ぎ方を教えてあげようか？」

「……マジ？」

「うん」

　さくらの目は本気の目だった。やる気満々って感じだ。

「アタシ、泳ぎは結構得意だからさ」

「とは言ってもなぁ、俺、筋金入りのカナヅチだぞ」

「大丈夫大丈夫。真が溺れないように気をつけるから」

「う～ん」

　俺にとっては、泳ぐと言う行為自体がちっちゃいトラウマになっているのだが。

「お願い、真。アタシ、真に迷惑かけてばかりだから、真の力になりたいの」

「うっ」

　参った。こんなふうに言われたら、断れないに決まってるじゃないか。
「わかったよ。それじゃ、お手柔らかに頼むよ」

「まっかせて！」

　というわけで、さくらと一緒に海に入る。

　深さはちょうど腰ぐらい。これなら、いくら俺でも早々溺れることはないだろう。
「それじゃあ、真。まずは伏し浮きからやってみて」
「伏し浮きっていうとあれか？うつ伏せで、ただ水に浮くっていうあの」

「うん」

「お前、いきなり難易度の高いことを要求するんだな」

「いや、全然高くないから！」

「むぅ」

　さくらのツッコミに思わず唸る。

　ただ浮くだけにしろ、俺にとっては大変な技術を要するのだ。

　泳げる人間にはわからないかもしれないが。
「う～ん、それじゃ、アタシに掴まってて良いからさ。それで挑戦してみない？」

「……わかった」

　俺は、さくらの両手をぎゅっと握って、

「って、コラ。そんなに強く握ったらダメ。力を抜かないと、浮かばないんだからね」
「マジかよ！水泳選手とかが泳いでるとき、力入れてなかったのか！？」
　衝撃の新事実である。
　水泳は力を入れちゃいけないなんて……

「あ～、それは真の勘違いだからね。アタシが言ったのは余分な力って意味だから」

「……へ？」

「わかんないなら良いの。とりあえず、力抜いて、今は浮くことだけを考えて」
「でも、どうやってお前に掴まってたら良いんだ？」

「アタシが掴んでてあげるから、真は添えているだけで良いよ」
「わかった」
　さくらに言われるまま、力を抜いて海に身を沈める。

「それじゃ、顔をつけて、足を伸ばしてみて。ゆっくりで良いから」

　水に顔をつけ、足を伸ばそうとする……が、少し浮かびもせずに地面に足がついてしまう。

「力を抜いて。そのまま波に身を任せるの」

　力を抜く。

　体中から力を抜き、ただ身を任せていく。

「そうそう。大丈夫。アタシが握っているから、怖くないでしょ」

　感じるのは、握られた手から伝わってくるさくらの体温。

　なんか安心するな。
　海に全身をつけているという、いつもなら恐怖でしかないことが、ただそれだけのことで心地の良いものに変わってしまう。

　―――そして気がつけば、俺の足はとうに地面から離れ、浮いていた。

「真。できてるよ！」

　俺が、浮いてる……

　水泳の授業でも、すでに先生にすら見放されていた俺が―――！

「やった、さくら！」

　ぽよんっ

「……あれ？」

　喜びの余りさくらの手を引っ張って顔を上げたら、顔面がなんか柔らかいものにぶち当たった。

　こ、これはなんだ？

　喜びでリンボーダンスを踊ってしまいたくなるほど男の本能が騒ぐ、この柔らかくも弾力のある物体は！
　お、落ち着け、俺。冷静に考えるんだ。

　まず、俺が浮かんでいた海面の高さは腰くらい。それで、さくらの両手を引っ張って俺は顔を上げたんだ。

　さくらの正面、腰より上にある柔らかいもの。

　それは、つまり、さくらのおおおおおおおおおおおお……

　い、いかん。その事実に気付いたら、マイ　サンがちょっと元気に！
「……真」

　頭上から聞こえてくる凍りつくような声。

　そのままの姿勢で見上げると、爆発寸前のさくらと目が合った。
「……やっぱでかいな」

「スケベ！！」
「ごふぅっ！」

　思わず正直に答えた俺の顎を、さくらの右手が真下から捉えていた。
　吹っ飛ばされ、海に落ちる瞬間に思う。

　我が人生に、一片の悔いなし―――

　そして、俺の意識は闇へと落ちるのだった。
　……ちなみに、海の藻屑となる寸前でさくらに助けられた俺は、その一時間後に目を覚まし、ひたすらさくらに海の家の食い物を奢ることになる。

　散々海で遊んで、轟家の別荘に戻った俺たちは、豪勢な夕食と入浴を済ませ、後は寝るだけ―――なんていうことには当然ならない。夜は長いのだ。こういうときに遊ばないでどうする！

　というわけで、アルコールの入ったジュースを飲みつつ、飲み会が開始された！

「真哉って、子どものときは本当に可愛かったのよねぇ。怖い映画を見た後とか、電気つけっぱなしじゃないと眠れなくて、最後には一緒に寝たいとか言って」

「そうですよねぇ。三人で一緒にお風呂に入ったときとか、しんちゃん、可愛かったなぁ」

「他にも、あ～んなこととか」

「うわぁ、中根さんが！？」

「こ～んなこともありましたよねぇ」

「中根さん……大胆……」

　泡たて麦茶片手に、俺の暴露話をしている姉さん＆里美。それを、興味津々に聞いている巫凪。

　正直、勘弁してください。

「お義兄ちゃん……絆、体が熱いの……」

　酔った勢いか、絆ちゃんが擦り寄って胸元のボタンをはずす。

　絆ちゃんの幼児体型とはいえ、必殺と言っても過言ではない威力の一撃だ。

　ただ問題なのは、擦り寄ってきている相手が俺ということ。

　淳と飯塚さんはすでにつぶれて向こうでダウン中。つまり、俺と淳を間違えてるのだ、この子は。

　……許して。ただでさえアルコールで理性の限界値が下がっているというのに、これでは俺の中の狼が……

「きゃはははははっ！真、飲んでる～？」

　ばしばしとそんな俺の背中を叩きながら、笑って俺の隣に腰を下ろすさくら。

　助かった。痛みで、理性が若干回復したぜ。

「ちゃんと飲まなきゃダメよ。きゃはははははっ！」

「飲んでるよ」

　こいつ、笑い上戸だったんだなとか思いつつ、持っているアルコール入りカルピスを口に含む。

「ダメ！そんなんじゃ量が足りない！」

「ふごっ？」

　いきなり缶を俺の口に押し込んでそのまま押し上げる。そんなことされたら、当然飲み続けるしかなく―――

「ぷはぁ」

　かなり残っていたそれを、一気に飲み干してしまった。

「お義兄ちゃん。素敵……」

　俺の飲みっぷりに何を感じたのか、さらに潤んだ瞳で見上げてくる絆ちゃん。

　だから、いい加減間違いに気付いてくれ！

「あっ、絆ったら、ずいぶん色っぽいじゃない。よ～し、アタシも脱ごっと」

「って、ちょっと待てぇえええええ！！」

　いきなり自らの服に手をかけるさくらを抑える。んなことされたら、本当に理性が焼き切れるっちゅうねん！

　あかん、俺も酔ってきてる。言葉にエセ方言が混じり出してるし。

「うぅ、さくら先輩、なら私だって！」

「だぁあああああ！よせ、絆ちゃん！」

　さくらに対抗して、絆ちゃんまで本格的に脱ごうとする。

「何しているんですか、三人とも？」

　そんな状況で、俺の暴露話を聞いていたはずの巫凪が現れて……

「いや、その、これは……違うんだ、巫凪。自分でも何が違うのかはわからないんだけど、とにかく違うんだ」

「………………」

「あの、巫凪さん？」

「……私も」

「え？」

「私も脱ぎます！」

「のわぁあああああ！？なんで飲めない巫凪までぇええええええ！？」

　こんな風に、にぎやかな夜は過ぎていくのだった。

七月三十日（土）

　昨夜の騒ぎから一夜明け、全員が活動を開始したのは昼過ぎだ。
　俺とさくらは、昨日の続きをするために早速海まで繰り出していた。
「昨日は浮くとこまでやったから、まずはバタ足で進むところね」
「いよいよか」
　浮くことすらできなかった俺には、ここからは未知の領域だ。気合が入るぜ。
「じゃあ、昨日の復習からね。伏し浮きやってみて」

「お、おう」

　昨日の今日とはいえ、ちょっとできるかどうか不安だ。

　確か、力を抜くんだよな。

　リラックス、リラックス。

　なんてやっていたら、見事浮かぶことができた。

「よしっ、できた！」

「うん。ちょっとどざえもんみたいな浮き方だったけど、良いでしょ」

「どざえもんって、お前……」
　ちょっとショックだ。もしかして、さくらのやつ、まだ昨日のことを怒っているのだろうか？

「バタ足だけど、気をつけなくちゃいけないことが一つだけ。膝を曲げたらダメだからね」
「それじゃ、どうやってバタバタするんだ？」

「足の付け根から動かすの。こうやって」
　さくらが軽くお手本を見せてくれた。

　素人目に見ても綺麗だと思う。フォームも、その……体も。

　しかも、泳ぎ終わったら水着を直したりしてるし。くぅっ、今のは別の角度で見たかった。
「どうしたの、真？」
「いや、なんでも」

「ならいいけど。それじゃ、アタシが手を掴んでてあげるから、バタ足やってみて」

「おう」
「それと、昨日みたいなことになったら、承知しないから」

「……おう」

　やっぱりまだ怒ってた。

　こりゃあ、不慮の事故が会った日には、殴られるじゃすまなさそうだな。気をつけないと。
「そうそう、良い感じ。真、結構うまいじゃない」
　バタ足の練習を始めてから程なくして、案外あっさりとさくらのＯＫサインが出た。

「本当か？」

「うん。真って、結構運動神経は良いもんね。こつさえ掴めばあっという間なのかも」

「まあ、だてに里美と十年以上過ごしてないって。あいつと一緒にいると、嫌でも鍛えられるからな」
　里美との日々を思い返すと、危険と恐怖と根性に溢れている。

　ぶるぶるぶる。ああ、思い出しただけで震えが。

　これ、自伝にして出版したら、ホラー部門で大ヒットするんじゃないか？

「家が隣なんだっけ？」

「ああ。典型的な幼馴染ってやつだ」

「……いいなぁ」

　さくらの呟きに見上げると、自分で何を言ったのかを気付いたのか、真っ赤になっていた。

「あ、今のは、その……」

「そうだな。さくらが隣に住んでたら良かったのにな」

「し、真！次の練習行くよ！」

「ほ～い」

　照れちまって、やっぱ可愛いよな。

　その後、俺はさくらのおかげで、なんとバタ足で十五メートル泳げるようになったのだった。
　これ以上は、息継ぎを覚えないとつらいな。また、いつかさくらに教えてもらおうっと。

七月三十一日（日）

　散々遊び通したこの旅行も今日で終わりだ。

　淳の両親が運転する車に乗り、帰路に着く。

　帰りの車の中では、流石にみんな疲れていたのか、姉さんはぐっすり眠っている。

　おそらく、前を行くもう一台の車内も似たようなものだろう。

「ふぁ～あ、ちょっと眠いわね」

「そうだな」

　欠伸交じりに呟きさくらに、眠い目を擦りながら相槌を打つ。
「みなさん、いっぱい遊んでいましたからね」

「ごめんね、ミナ。アタシたちから誘っておいて、あんまりかまってあげられなくて」

「構いませんよ。私も、楽しかったですし」
「何やってたんだ？」
「スキューバダイビングです」

　スキューバダイビング……って、もしかして、海に潜ったりするあれか？

「あの海、すごく綺麗でしたよ。お魚さんもいっぱいいましたし」

「そっか。巫凪の場合、酸素ボンベもゴーグルもいらないもんな」
「はい」

　楽しそうな巫凪の顔。

　よかった。これなら、誘った甲斐があったってもんだ。

「お二人とも、眠いんですよね。でしたら、私のことは気にせず、眠ってください」
「ごめん、ミナ。お言葉に甘えるわね」

「おやすみ、巫凪」

「はい。お二人とも、おやすみなさい」
　俺とさくらは、肩を寄せ合い眠りについたのだった。

　ちなみに、車を降りる際にその光景を里美に目撃され、一悶着があったという話は……まあ、いつものことなので割愛しておく。
「う～ん、三日振りの我が家のベッド～」

　我が家に帰ってきた俺は、姉さんと交代で風呂に入って食事を取った後、まだ疲れが抜け切っていなかったので早めに寝ることにしたのだ。

　あ～、今日で七月も終わりか。明日から、なにすっかなぁ……
　って、補習があるじゃん。ははは……やっぱやばいよなぁ。

　先生、怒って……ぐう。

　睡魔に耐え切れなくなり、俺はそのまま眠ってしまった。

八月一日（月）

「う～ん……ねみぃ……」
　二度寝したい誘惑にかられながらも、重い瞼を擦って起き上がる。
　なんせ、今日は四日ぶりの補習である。

　金曜日と土曜日の補習をサボったので、本当は行きたくないのだが、今日行かないともっとすごいことになりそうなのだ。

「はぁ、行くか」

　五体満足で帰って来れたら良いけど。
「な、なんだ、この異様な空気は―――！」
「ねえ、本当にここ、アタシたちの教室？これは間違いなく戦場の空気よ！」

　なんでお前そんな空気知ってんだよ、とかいうツッコミも、この教室を前にしては意味を成さない。
　まるで、異世界に迷い込んだかのような感覚。脂汗が止まらない。

「し、しんちゃん。どうしよう？」

　あの里美ですら怯えている。そこまで異常なのだ。
「真。あ、開けるの？」

「開けなきゃしょうがないだろ」
　俺だって逃げたいけどさ。ここで逃げたらもっとやばいって。
「開けるぞ」

　生唾を飲み込みながら、ドアに手をかけ、一気に開いた。

「は～い、おはよ、三人とも」
　ああ、先生のバックに何か訳のわからないロボットの群れが……
　ロボット三原則の一つに、人間を傷つけちゃいけないとかあったよな？あったよね？あったって言って！
「……確保」

　先生がぱちんと指を鳴らした瞬間、そのロボットの群れが俺たちのほうに押し寄せてきて―――

「あはははははははははっ！

　補習をサボった分、今日は全部やってもらうからね！あと、この子たちの試運転にもたぁーっぷりと付き合ってもらうから」

「試運転って、せ、先生！なんか放電してる……って、ぎゃあああああああ！」
「ごめんなさい、先生！嫌、嫌、自爆するとか言わないで！いやあああああああああ！！」

「ドリルが！ビームが！ロケットパンチが！……きゅう」
　電撃と砲弾と爆発の嵐の長いお仕置きを受けた後、三日分の補習のプリント全てを終わらせるまで、俺たちは誰一人として帰ることは許されないのであった。
　ううっ……今日は散々な目にあった。

　命があっただけでも、儲けものなのか。さくら＆里美も慄く先生の戦闘力。

　今日の出来事は、、新たなトラウマになりそうだ。

　自業自得だとか言うのは、もちろん言わない約束である。

「寝よ。嫌なことは、寝て忘れるんだ」

　そう決意しても、目を瞑ればその恐怖を思い出し、なかなか眠ることができない俺であった。
八月六日（土）

　朝起きて、俺はある決意を胸に歯を磨いていた。

「シャカシャカシャカ……がーっ、ぺっ。うしっ、完璧な白さだぜ」

　鏡に映った自分の歯は、今にもキュピーンと光りそうなほど真っ白だ。
　よし。今日こそはするぞ。さくらとキスを！

　さくらと付き合い始めて、もう何度もデートをしてきた。

　けれど、未だに手を繋いだり腕を組んだり以上のことには発展していないのだ。

　俺だって男なんだから、それ以上のことをしたいわけですよ、旦那。

　だからこそ、今日こそはさくらの唇を奪う！

　幸いにも、今日は地元の花火大会で一緒に回る約束はすでに取り付けてある。

　まずは、人気のない場所に誘導。花火を見ながら、さくらの肩を抱き寄せ、そのまま、そのまま―――！

「よっしゃあっ！やるぜ！」
　思わずテンションが上がってガッツポーズ。

「……何してるの、真哉？」

「―――――うっ」

　したところに、いつの間にいたのか、姉さんの呆れた声が突き刺さったのだった。

　祭囃子を背に、待ち合わせ場所でさくらを待つ。
　約束の時間までもう少し。早く来ないかな、さくらのやつ。
「し～ん！」
「おう、さく……」

　からからと下駄の音を響かせながらやってきたさくらに、俺は大きく目を見開いた。

　だって、その姿はあまりにも普段のさくらからはかけ離れていたから。
　夏の風物詩のその姿。浴衣の首元から時折見せるうなじに、はっとしてしまう。

　やべぇ。色っぽい。

　さくらのうなじくらい、何度か見たことあるっていうのに、なんで浴衣っていうだけでこんなにぐっと来るんだ？

　恐るべし浴衣マジック！

「ごめん。ちょっと着付けに手間取っちゃって……って、真？」

「………………」

「お～い、真」

「あ、ああ。なんだ？」

「どうしたの？アタシ、そんなに待たせちゃった？」

「い、いや、そんなことないぞ。時間通りだし」

「じゃあ、どうしたの？」

「うっ、その、見惚れてたっていうか」

「―――え？」

　自分でも、相当顔が赤くなっているということがわかる。対するさくらも、同様に真っ赤だ。

「似合うな、浴衣」

「……ありがと」

「行こうか？」

「うん」

　俺とさくらは、ごく自然に手を繋いで歩き出した。

　もう、さくらが隣にいることは、俺にとって当たり前になっていた。
「結構賑わってるのね」

「隣町から来るやつもいるだろうしな。毎年、こんぐらいは賑わうぜ」

　祭りの喧騒の中を、さくらと二人、露店を冷やかしながらゆっくりと進んでいく。
　これだけの騒ぎなのに、隣にいるさくらの声がはっきりと聞こえるのは、嬉しくもありくすぐったくもあった。

「ねえ、真。せっかくのお祭りなんだし、なにかやらない？」

「そうだなぁ……おっ、射的があるな。あれで良いか？」

「うん」

　人ごみを掻き分け、射的の露天の前まで辿り着く。

「おっちゃん。一ゲームね」

「はいよ、三百円」

　おっちゃんに三百円を渡して、銃とコルクの弾を三つ手に入れる。
「それじゃ、さくら。欲しい物三つ言え。どれとどれとどれだ？」

「三つって、一回も失敗しない気？」

「当たり前だろ。ガンシューティングは得意だからな」

　近所のゲーセンのレコード所持者を舐めないでほしい。

「すごい自信ね。それじゃあ、あっちとそっちのぬいぐるみ二つに、ドロップの入った缶」
「ＯＫ。任せろ」
　パンッ　パンッ　パンッ

　乾いた音が三つ鳴るとともに、ぬいぐるみ二つ、ドロップの缶の順に商品が倒れていく。

　フッ。余裕。

「真、すごいよ。宣言通りじゃない」
「任せろって言ったろ。大抵のゲームなら、これくらいのことはできるぜ」
「本当？じゃあ、次のお店に行こ。今度はアタシもやるから、いろいろこつを教えてよね」

「うわわっ、わかった！わかったから引っ張るなって！」
　・
　・

　・

「あ～、楽しかった」

　金魚すくいをたっぷりと堪能したさくらは、非常に上機嫌な様子だ。
　一匹も取れなかったのに、なんでこんなに嬉しそうなんだか。
「じゃあ、次よ次。何する？」

「何するってお前、もう俺の財布がすっからかんだよ」

　自分の財布をひっくり返して振っても、何も出てこない。

　あれだけ遊びとおして、食料を腹に収めれば当然といえば当然なのだが。

「というか、食い過ぎだろ、さくら」

「は、はは。まあ、ほら、成長期だし」

　ゲーム関係は不器用で下手なのに、俺が取った商品のお菓子とか、露天で買ったタコヤキとかはばくばく食うんだもんな。

　まあ、楽しんでくれたみたいだから良いんだけどさ。
「そうだ、真。お金なら、アタシが調達してこようか？」

「どうやって？」

「こういうお祭りなら、探せばかつあげやってるやつの一人や二人ぐらいいるでしょ。そいつを狩れば―――」

「やめろ」

　またこいつは物騒なことを言い出しやがって。

「そういうことはもうするな。いつか酷い目に遭うぞ」

「大丈夫よ。かつあげしてるようなやつらに、負けるようなアタシじゃ―――」

「や・め・ろ！」

　自信たっぷりのさくらの言葉を、一字一句はっきりと言って遮った。

「もう絶対にするな。いいな？」

「……わかったよ。真がそう言うなら」
　しぶしぶといった感じで了承するさくら。まったく、心配するこっちの身にもなれってんだ。
「それより、さくら。もう花火が―――」
　ひゅ～～～～～　ど～ん　ぱらぱらぱら

　俺が言ったそばから、夜空に大輪の花が咲く。

　あ～あ、始まっちまった。

　予定では、すでに人気のないところに連れ出しているはずなのに、これだけ周りに人がいたら、なんらアクションを起こすことはできないではないか。

　あ～。俺のバカバカ！もっと時間に余裕を持って行動しろよな。

「わぁ」

　俺の後悔をよそに、さくらは花火に見入っているようだ。

　そのとき、弾けた花火が、さくらの横顔を七色に照らした。

「――――あ」
　綺麗だった。

　その横顔が、まるでこの世のものとは思えないくらいに。

　俺は、慌ててあたりを見回して、さくらを見ている人間が他にいないかどうかを探してしまう。

　幸いなことに、周りの人間のほとんどは花火に夢中で、さくらに注視しているような人間は誰もいなかった。

　……バカか、俺は。さくらのこと、見ているやつがいたらどうしたって言うんだよ。

　けど、思ってしまったんだ。今のさくらを誰にも見せたくないって。

　あんな顔を見せられて、どんどん独占欲が膨れ上がってしまった。

　さくらを独り占めしたい。この姿は、俺だけのものだ。

　さくらを、俺だけのものにするんだ―――

「花火。綺麗だったね」
「ああ、綺麗だった」

　花火大会の帰り道。さくらの言葉に、適当に相槌を打つ。
　実際は、花火なんてほとんど見ていなかった。さくらの横顔だけをずっと見続けて、気付いたら花火は終わっていたのだ。

「また来年、連れてきてよね」

「ああ」

　もうすぐ、さくらの家まで着いてしまう。

　そうしたら、今日はさくらともう会えない。
　そう思ったら、俺の足は自然と止まっていた。

「……真。どうしたのよ？」

「なぁ、さくら。少し、歩かないか？」

「……うん」

　さくらは、少し驚きながらも、しっかりと頷いてくれた。

　さくらの家とは別の方向に、二人で並んで歩いていく。

　花火大会後に騒ぐ場所としては、ここら辺は適していないのだろう。辺りはひっそりとしてた。

「あっ」
　そのままどれくらい歩いただろうか。さくらが、何かに気付いて前を指差す。

　あれは……

「ねえ、真。覚えてるよね、あの公園」

「ああ」

　あの市民公園があるってことは、俺の家の方まで歩いてきてたのか。全然気付かなかった。

「お前が台風の中、待ってたところだな」

「そうそう。真ったら、約束してたのに来ないんだもん」

「おいおい、それは謝っただろ」
「そうだね」

　さくらは公園の中に入り、俺もそれに続く。

「静かね」

　流石にこの時間だ。この市民公園に来る人間がいるとしたら、酔っ払いとか浮浪者とかそこら辺だろう。

　まあ、見た感じ、その手の人たちもいないようだ。
　つまり、さくらと二人きり―――

「さくら」

「―――真！？」

　俺は、何の前触れもなくさくらを後ろから抱きしめた。

　なんかもうダメだったのだ。
　自分でもどうしようもないくらい、さくらが欲しかった。

「……良いか？」
「――――――！」
　耳元で呟く。

　その言葉の意味に気付いたのか、さくらの体が強張った。

「さくら」

「………………」

　さくらは答えない。

　俺は、沈黙を了承と受け取りさくらの顔をこちらに向けた。

　抵抗は、特にない。

　俺は、震えるさくらの唇に、自らのそれを重ねようとし―――

　パンッ

　唇が触れ合おうとした瞬間、乾いた音とともに、俺の頬に強い痛みが走る。

　さくらだった。

　さくらの手のひらが、俺の頬を力いっぱい叩いていたのだ。
「はぁ……はぁ……」

　さくらは、荒い息をつきながら、俺を叩いた右手と俺の顔を交互に見ている。
「……悪い」

　最低だ。俺は。

　いきなり襲い掛かって、これじゃあケダモノだ。引っ叩かれても、何の文句も言える立場じゃない。

「ごめん。本当に」
「……謝らないで。あんたは別に悪くないから」

「え？」
　さくらの様子がおかしい。

　何か……なんだ、この違和感？

「あ～あ、やっぱこうなったか」
「―――――！？」
　さくらが、そう言いながら笑う。俺をバカにするような顔で、笑う。

「終わりにしましょ。お互い、好きでもない相手と付き合うのは疲れるでしょ」

「お前、何言って―――？」

「わからない？恋人ごっこは終わりにしよう。そう言ってるの」

「っ！？」

　訳がわからない。
　いきなりさくらが何を言い出したのか。まったく理解ができない。

　恋人ごっこは終わり？

　ごっこってなんだよ。俺は、そんなつもりで付き合ってたつもりなんてないぞ。
「どうしちまったんだよ。さっきのこと、怒ってるなら謝るから」

「別に謝らなくても良いって言ってるでしょ。あんたのせいじゃないし」

「じゃあ、なんで……？」

「ねえ、真。アタシのこと、好き？」
　突然の質問。でも、その質問の答えなんて決まってる。

「当たり前だろ。じゃなきゃ、告白なんてしねぇよ」

「あははははっ。そうだね、そうじゃなきゃ告白なんてしないよね」
　耳障りなさくらの笑い声。
　なんで……さくらの笑い声を、耳障りなんて思うこと、今まで一度もなかったのに。

「じゃあさ、アタシのこと、なんで好きになったの？」

「そんなの―――」

「どうして？」

　どうして……どうして？

　どうして、俺、さくらのことを好きになったんだ？

「………………」
　告白するときには、俺はさくらのことが好きだった。それは間違いない。

　でも、それ以前は？

　俺は、もっと前からさくらのことが好きだったのか？

　……わからない。

　俺は、いつ、なんでさくらを好きになったんだ？

「答えられない？」

　俺の心を見透かしているかのような、その瞳。

　その瞳が、酷く怖い。

　何か、気付いてはいけないものを気づかされるような、そんな恐怖が湧きあがってくる。

「答えられないよね。だって、アタシがその気持ちを、真に刷り込んだんだもの」

「な、に……？」
「アタシの目ね、ちょっと変なの。男と目を合わせて、アタシのことを好きになれって念じると、相手を魅了できるの」

　わからない。わからない。さくらは何を言っている？

「ゲームで良くあるでしょ。敵を魅了するってやつ。あれと同じよ」
　頭がくらくらする。今の俺は、何かに掴まっていないと、まともに立っていることさえできないのではないか。

「魔法でも超能力でもどっちでも良いんだけど、アタシはこの力を生まれたときから持っていた。この力で、ときどき男を引っ掛けては遊んでたの。真もその一人」

　壊れていく。何か、大切なものが壊れていく。
「真が、アタシのことを好きだって言うのは幻想。
　アタシが、真のことを好きだって言うのは嘘。

　ほら、完全な恋人ごっこじゃない」

「……嘘だ」

　かろうじて、それだけ言い返す。

「嘘じゃないわ」

「嘘だ！」

「………………」

「嘘って言えよ！

　お前、今までのこと全部嘘だって言うのか！

　弁当をあんなに頑張って作ってきてくれたことも、海で泳ぎを教えてくれたことも、さっき花火大会であんなに楽しそうに遊んでたのも、全部嘘だって言うのかよ！」

　認めてはいけない。それだけは、絶対に認めてはいけないんだ。

「答えろ、さくら！」

「そうよ」

「―――――！？」

「全部嘘。これで満足？」
「お前！」
「アタシが、あんたみたいなやつを好きになるわけないでしょ。だいたい、真だってもうわかってるでしょ？あんたなんかに襲われるのは嫌だから、さっき引っ叩いたときに魔法は解いておいたわよ」

「さくら！」

「ああ、そうそう。一応、お礼だけは言っておかないとね。

　茶番だったけど、楽しかったよ。あの豚もからかえたし―――」

　パンッ

　気付いたら、俺はさくらに平手打ちをしていた。

「……あ」

「フ、フフッ、アハハハハハッ！」

　自らの手を見て呆然とする俺とは対照的に、さくらは大声で笑っていた。

「真、女の顔を殴るの初めてでしょ？あの豚にさえ、殴ってるとこ見たことないもんね」

「………………」

　さくらの言う通りだった。

　里美のことを避けたり跳ね除けたりすることは何度もあった。けど、今みたいに女の顔を叩いたのは、さくらが初めてだ。

「これでわかったでしょ。自分の気持ちが。真は、それくらいアタシが嫌いなのよ」

「………………」

「バイバイ。真」

　さくらが去っていくのを、追うことなどできなかった。

　地面に膝を突き、その後姿を呆っと眺めていた。

　雲の流れが月を遮る。

　次に月が現れたときには、もうさくらの姿はどこにもなかった。
　……涙は出なかった。

　その時の俺の胸の中には、悔しさでも悲しみでもなく、困惑の二文字だけが占めていたのだから。

　もう、何もかもがわからなかった。

　全てを嘘だと言ったさくらの言葉。信じられるはずもないさくらの目の話。
　信じたくない。認めたくない。けれど、もうさくらの笑顔が思い浮かべられない。

　あいつの笑い声が、あいつの顔が、昨日まではあんなに簡単に浮かんだのに、今は思い浮かべることができないのだ。
　これが、魔法が解けたってことなのか？

　俺はさくらのこと、本当は好きじゃなかったって言うのかよ。
　俺はさくらのこと、引っ叩きたくなるぐらい嫌いだったって言うのかよ。

　右手には、さくらを叩いた感触が鮮明に残っている。

　俺は、初めて女の顔を叩いたんだ。

　わからない。わからないよ。

　自分の気持ちが、何一つわからない。
「ただいま～」
　その時、玄関の方から声がした。

　玄関？

　今気付いた。そういえば、俺、帰ってきてたんだっけ。

「真哉～、どうしたの、電気も点けないで？」
　居間に入ってきた姉さんが、電気を点ける。

　目が闇に慣れていたために、突然の光で一瞬何も見えなくなる。

「ただいま～、真哉」

「姉さん！？」

　視界が戻った瞬間だった。いきなり姉さんが抱きついてきて、俺は座っていたソファーに押し倒された。

「酔ってるね、姉さん。それもすごく」

　姉さんの口からは、確かに酒の臭いがした。

　おまけに、顔も真っ赤で完全に出来上がってるのが見て取れる。

　姉さんがここまで酔うなんて、珍しいこともあるもんだ。

　とりあえず、水持ってこなきゃ。

「姉さん。水持ってくるから、ちょっと退いてくれよ」

「………………」

　俺が声をかけても、姉さんは聞こえていないのか反応がない。

「姉さん」

「………………」

　再び声をかけても、姉さんは黙って俺を見下ろしているだけだ。
「姉さん！」

「……真哉」

　今度は大きめの声で呼びかけたら、ようやく反応を返してくれた。

「姉さん。とりあえず、退いてくれよ、な」

「……真哉。私、別れてきちゃった」

「……え？」

　別れてきた？
　それって、もしかして、男―――？

「ダメね。私、結局自分の気持ちをごまかせなかった」

「姉さん」

　そうか。姉さんもなのか。

　それを聞いて、どこか安心している自分が少し嫌になった。

「……真哉も、さくらちゃんと何かあったのね？」

「――――――！？」

　そんな俺を見て、姉さんがいきなり核心を突いてきた。

「そう。やっぱり」

「姉さん……どうして？」

「真哉の顔を見れば、すぐにわかるわ。ああ、振られちゃったんだって」

「………………」

　わかっているなら、いくら姉さんといえども触れてほしくなかった。

　このまま、そっとしておいてほしい。

「真哉。つらいでしょう？苦しいでしょう？」

「………………」

「大丈夫。私が、忘れさせてあげる」

「―――――え？」

　いきなり姉さんの顔が降りてきたかと思うと、次の瞬間には俺の唇は塞がれていた。

「！！？」
　頭が真っ白になった。
　目の前にある姉さんの顔と、唇に感じる柔らかい感触。

　それが、ただ、信じられなかったのだ。

「ん……真哉」

　姉さんの顔が、ゆっくりと離れていく。

「……ねえ……さん？」

「ずっと見ていたの。あなたのことを」

　姉さんの手が、俺の体をまさぐっていく。

　それは妖艶に、それでいて優しく、初めて与えられる種類の快楽に声が出そうになる。
「ちょっ、姉さん！」

　これはいけないことだ。

　そうわかっているのに、姉さんから与えられる快楽に体が動かない。

「真哉。そのまま、楽にしていて」

　姉さんの手が、俺の服をゆっくりと捲り上げていく。姉さんの指が、直に肌に触れる感触が理性を溶かしていく。
　ダメだ。姉さんは酔っている。じゃなきゃ、こんなことしてくるなんて考えられない。だから、このまま流されたら、ダメなんだ。
「やめてくれ、姉さん。俺たち、姉弟だろ？」

　残った理性を総動員して、なんとかその言葉を口に出す。

　けれど姉さんの動きは止まらない。俺を見下ろしたまま、姉さんは、

「血の繋がっていない、ね」

　と一言だけ言って行為を続けてくる。
　そう。俺と姉さんの間に、血の繋がりはない。

　父さんと母さんの再婚したときの連子が俺たちだ。

　俺は父さんの、姉さんは母さんの血しか継いでない。

　でも、それでも、俺は……

「俺にとっては、姉さんは姉さんなんだ。十年以上、一緒に暮らしてきたじゃないか」

「知ってるわ。あなたが、私のことを姉としか見てないことなんて。

　でもね、私は、あなたのことを弟だなんて思ってない。一人の男の子としか、思えないの」
「……姉さん」

　突然の姉さんの告白に、なんて答えたら良いのかわからない。

「弟と思おうとした。いろんな男と付き合って、真哉への気持ちを忘れようとした。でも、無理なの。何度男と肌を重ねても、真哉への想いが消えることなんてなかった。むしろ、大きくなっていくだけだった！」
　姉さんの悲痛な叫びが響く。
　この人は、俺のことでそんなに苦しんでいたのか。

「そこへ、さくらちゃんが現れた。真哉に彼女ができたから、これならきっとあきらめられると思った。なのに、なのに―――

　あの子は、あなたを傷つけた。私の大切な人に、こんなつらそうな顔をさせた」

「……姉さん」

「わかったの。もう、他の女なんか当てにしちゃいけない。

　私が、真哉を守る。私が、真哉を幸せにする」

　姉さんの顔が、再び近づいてくる。

「好き。愛してるわ、真哉」

　姉さんは、全てを吐露して俺を求めてくる。

　こんなにも強く、俺のことを想ってくれているんだ。

　俺も姉さんのことは嫌いじゃない。好きと言っていいかもしれない。

　姉さんなら、きっとさくらのことを忘れさせてくれるだろう。
　苦しみ、迷っているこの気持ちも、全て忘れさせてくれる。

　俺は―――

「―――――っ！」
　唇が触れ合う直前、俺は、姉さんを押し退けていた。
「真哉……？」
「……ごめん。姉さん」

　浮かんでしまった。あいつの顔が。

　あいつの顔が、唐突に浮かんできてしまったのだ。
　さっきまで、全然思い浮かべられなかったのに、こんなときに限って浮かんできやがった。

「俺は、やっぱり姉さんのことは姉さんとしか思えない」

　別の女の顔を浮かべながら、姉さんの想いを受け取ることなどできるはずがなかった。
「ごめん」

「……そっか」

　姉さんは、ゆっくりと俺の上から退いてくれた。

「私こそごめんね。いきなり、こんなこと言ったりして」

「姉さん」

「私、部屋に戻るね」

　その頬に、光るものを流しながら言う姉さんを止められるはずがない。
「明日まで待って。そうしたら、元に戻るから」

「………………」

「おやすみなさい」

　二階に上がっていく姉さんの後姿を、ただ黙って見送る。

　俺には、何も言えることはない。言っては、いけないんだ。

　……俺も、もう寝よう。

　今日は、いろいろなことがありすぎた。正直、疲れてしまった。

「おやすみ」
　二階に行くのも面倒になり、俺はそのままソファーの上で目を閉じた。

八月七日（日）
「起きなさい、真哉。そんなところで寝てたら、風邪引くわよ」
「う、う～ん……」

　体を起こすと、目の前に俺を見下ろす姉さんの姿。
「起きた？夏だからって、そんな風にお腹出して寝てたらダメでしょ」

「……姉さん」

　姉さんの目は、真っ赤に充血していた。

　多分、昨日の夜は泣いたのだろう。俺が、受け入れられなかったんだから。

　それなのに、今まで通り俺に話しかけてきてくれる。そんな姉さんの気持ちが嬉しかった。

「ほら、着替えてきなさい。今、朝ご飯作るから」

「……うん」

　姉さんに言われるまま、階段を上ろうとし、そこで一言良い忘れていることに気が付いた。

「姉さん」

「ん、何？」

「おはよう」

「……うん。おはよう」

　俺の挨拶に、姉さんも微笑って返してくれた。

　大丈夫。これなら、きっと大丈夫だ。

　俺は姉さんの恋人にはなれない。だけど、これからも家族としてなら、一緒に生活していける。
　姉さんの顔を見て、そう信じることができそうだった。
　朝飯を食べた後、俺は街に出た。
　といっても、目的があるわけでもなく、ただぶらついているだけだ。

　当てもなく彷徨い、何をするわけでもない。

　ぐぎゅる～

　そんなことをしていたら、いきなり自分の腹がなった。

　どうやら、いつの間にか、胃が空っぽになるくらいの時間は経過していたらしい。

　仕方なく、適当にファーストフードで食事を済ませ、また街の徘徊を再開する。
　結局、俺は、何がしたいんだろう？

　さくらに昨日言われたこと―――
「真が、アタシのことを好きだって言うのは幻想。

　アタシが、真のことを好きだって言うのは嘘。

　ほら、完全な恋人ごっこじゃない」

　その言葉を認められないのか、それとも認めたくないだけなのか。

　ただじっとしていられなくてこうしているけれど、自分の気持ちがよくわからない。
　俺は、何をしたいんだ？何を迷っているんだ？
「はぁ……」

　疑問が始点に戻った時点で、溜息が漏れてしまう。すると、

「溜息ばっかりついていると、幸せが逃げちゃいますよ」
「うわっ！？」

　顔を上げたら、そこには巫凪のドアップ。いきなりのことで、俺は跳び退いた。

「こんにちは。中根さん」

「あ、ああ」

　こほんと一つ咳払いして、できるだけ普通に歩き出す。
　巫凪の見えない周りの人たちから見たら、今の俺はいきなり奇声を上げて跳びあがった変な人以外の何者でもない。

　ああ、そこの女子高生二人組み、変な目で俺を見ながらひそひそ話をしないでくれ。

「どうしました、中根さん？」
「どうしましたじゃないよ。ちょっと来なさい」
　いつまでもこの場にいたら、どんどん立場が悪そうだ。
　足早に別の場所へ移動することにする。

「ここまで来れば大丈夫か。はぁ」
「また溜息。中根さん、今日は溜息が多いですよ」

　今の溜息は巫凪のせいなんだが……まあ、いいけど。
　巫凪と二人、場所を住宅街に移してゆっくりと歩く。

「中根さん。何か悩み事ですか？」

「まぁな」

　巫凪の問いに、俺は適当に相槌を打つ。

　実際は、何を悩んで良いかすらもよくわかっていないの本当のところだ。

「さくらさんのことですか？」
「――――――！？」

「図星みたいですね」

　姉さんに続いて、巫凪にまでも見破られた。

　俺って、そんなにわかりやすい顔をしているのだろうか？

「私に話せることなら、話して下さい。相談に乗りますよ」

「……そうだな」

　巫凪に相談か。

　このまま一人で悩んでいるよりは、それも良いかもしれない。

　それに、さくらの目のことを普通の人に話したら、まず信じてくれないだろう。その点、巫凪なら、巫凪自身が超常現象の一種だから、信じてもらえるかもしれない。

　相談するなら、俺の知る中でこれ以上の適任者はいない。
「わかった。話、聞いてくれよ」

「はい」

　俺は、さくらとのことについて巫凪に説明し始めた。

　・

　・

　・

「―――ってことがあったんだよ」

「そんなことがあったんですか。相手を魅了するなんて、さくらさん、すごい人だったんですね」

　さくらとの別れについてあらかた話したら、巫凪の反応はこんなだ。
　信じてもらえないかもとか思ってた俺がバカらしくなるくらい、あっさり受け入れられてる。

「それで、中根さんは何を悩んでいるんですか」

「いや、だから、俺はどうしたら良いのかなって」

「……本気で言ってますか？」

「うっ……」

　巫凪がかわいそうな人を見る目で俺を見てくる。

　お、俺、そんなに変なこと言ってるのか？

「あのですね、中根さん。私から言わせてもらえば、悩むことなんてどこにもないんですけど」

「……へ？」

　悩むことが、どこにもない？

「中根さん、さくらさんのことをどう想っているんですか？」

「よく、わかんないけど……」

「人から言われないとわからないんですか。もう、中根さんも鈍感ですね」
　ははは。俺って鈍感なのか。

　淳よりは鋭いと思ってたんだが。

「良いですか？中根さんは振られたんです。それはもう、はっきりと」

「ぐっ」

　なんと言うか、巫凪の言葉のナイフが、グサグサと胸に突き刺さっていく。

　巫凪って、ここまで容赦のないやつだったっけ？

「恋人ごっこは終わりって言われたんですよね？
　中根さんは、さくらさんのことを本当は好きじゃないんだって言われたんですよね？
　なら、なんで今、どうすれば良いかなんて悩んでいるんですか？もう、中根さんとさくらさんは、恋人でもなんでもないのに」

「………………」

「忘れちゃえば良いじゃないですか。叩いちゃうくらい、さくらさんのことが嫌いなんでしょう？そうすれば、全部解決です」

　忘れる？

　さくらのことを、全部？

　今までのこと、今までの想い出を、全部忘れろって言うのか？

「……そんなこと」

　楽しかったんだ。

　たとえ嘘と言われようと、さくらと過ごした日々は、どうしようもなく楽しかったんだ。

　だから―――

「できないよ。忘れるなんてできない」

「はい。それが中根さんの気持ちです」

　俺がそう答えたら、巫凪は満足そうに頷いた。
「中根さんの心の中に、さくらさんはいるんです。

　確かに、始まりはさくらさんの力で強引にだったかもしれない。でも、始まりなんてどうだって良いじゃないですか」

「……あ」

「今、中根さんの心にはさくらさんが住んでいる。大切なのはそれだけじゃないんですか？」

「でも、俺はあいつに手を上げたんだぞ」

「それは、それだけさくらさんが特別だってことじゃないんですか？

　誰よりも特別な人だからこそ、そこまで怒れたんじゃないんですか？
　叩いてしまったことを気にしているなら、もうしなければいいんです。いけないと思うことを何度もやるような人じゃない。私の知っている中根さんは、そういう人だと思いますよ」

　俺のことを、完全に信頼した目をしながら、巫凪はそんなことを言ってくれる。
　……ああ、そうか。

「は、はは……」

　天を仰いだ俺の口から、思わず笑みがこぼれていた。

　そうだよな。巫凪の言うとおりだ。悩むことなんて、何もないじゃないか。

　あんなふうに振られた後でさえ、俺はさくらのことばかり考えている。

　結局は、それが俺の答えなのだ。

　こんな簡単なこと、巫凪に励まされるまで気付かないなんて、これじゃあ鈍感と言われても仕方ない。

「サンキュ。巫凪」

「いえいえ」

「俺行かなきゃ。砕けるかもしれないけど、気持ちを思いっきりぶつけてくる」
「大丈夫ですよ。さくらさんも不器用なだけで、中根さんのこと、きっと大好きですから」
　巫凪の声援を受け、俺は走り出す。

　目的地なんて決まってる。さくらに会って、俺の気持ちをぶつけてやる。

　始まりなんて関係ない。大切なのは、今の俺の気持ちだけ。

　あいつは魔法を解いたと言っていたけど、そんなのどうでも良いんだ。

　だって、魔法なんかなくたって、俺はとっくにあいつに惚れていたんだから―――！

　携帯に電話しても繋がらず、メールを送っても当然返事は返ってこない。
　仕方なく俺は、さくらの家まで直接やってきていた。

　すぐさま呼び鈴を鳴らし、さくらが出てくるのを待つ。

「はい、どちら様でしょう？」

「あ……」

　しかし、出てきたのはさくらではなく、その親父さん。

　しかも、尋ねてきたのが俺だと確認するや否や、その右腕を振り上げ―――え？

　ごすっ

「ぐあっ！？」

　顔面を思いっきり殴られ、地面に転がった。

「さて、殴られた理由は聞かなくてもわかるね、中根君？」

「……うぅ」

　さくらの親父さんは、俺に近づくと胸倉を掴み上げて強引に俺を立たせる。

「さくらを傷付けたお礼に、いつかは向かおうと思っていたが、そっちから来てくれるとは手間が省けたよ」

　ごすっ

「あうっ！？」
　今度は、ボディに一発。

「君には期待していたんだがな。結局は、今までと同じとは」

「ぐうっ」
　さらにボディに一発。
「失望したよ」

　再びボディに。さくらの親父さんは、一言言うたびに俺を殴りつける。
「ぐっ、はぁ、はぁ……」

「抵抗しないのかね？しても良いんだよ、できるならね」

「あっ、くっ！はぁ……抵抗なんて、しませんよ。さくらを傷付けたのは、事実ですから」

「ほう、自覚はあるのか」

「あなたは、知っているんですね、さくらの力のこと」

「当たり前だろう。私は、さくらの父親だぞ。あれの母親も、同じ力を持っていたしな」

「――――――！？」

　そうだったのか。なら、俺が本気だってこと、この人になら伝わるかもしれない。

「さくらに、会わせて下さい」

「ダメだ。さくらは君とは会いたがらん」

「それでも、会わせて下さい！」

　俺は、真剣な気持ちで、さくらの親父さんの目を見つめる。

「わかったんです。始まりなんて関係ないってことが。

　気付いたんです。今の自分の気持ちに。

　だから―――

　あいつに、会わせてください。お願いします！」

　頭を下げる。精一杯の気持ちを込め、さくらの親父さんに懇願する。

「……中根君」
「はい。って、うわぁっ！？」

　バキィッ！

　今までで、一番力のこもったパンチが顎に入り、俺は吹っ飛んだ。

　いってぇ……鉄の味がするってことは、口の中切ったな。

「今のは餞別だ。娘を攫う、男へのな」

「え？」

「さくらは、家にはいない。今頃、ゲームでもして鬱憤を晴らしているころだろう。いつも、そうだからな」

「おじさん、それって……」

「中根君。お義父さんと呼んでくれたまえ」

　そう言って笑うさくらの親父さんの顔を見て、わかった。

　認めてくれたんだ。俺を、さくらの相手として。
　俺がさくらを攫っていくことを、許してくれたんだ―――
「ありがとうございます！」

「君はようやく気付いたんだ。だから、最後まで娘を頼む。その代わり、もしこれ以上さくらを泣かしたら……沈めてやる」
「は、はいぃ！」

　俺は、再び走り出す……というか、逃げ出した。

　だって、耳元であんなこと呟かれたら、絶対怖いって。
　あの人、本気の目なんだもん。ああ、沈められないように気をつけないと。

　まだ死にたくない。さくらと、一緒に生きていたいから。

　待ってろ、さくら。今、行くからな。

　ここから一番近いゲーセンは、俺もしょっちゅう行くところだ。
　さくらの親父さんに殴られたダメージがでかくて、ちょっとふらつきながらだけど、休まずに一直線でやってきた。

「はぁ、はぁ……さくら。どこだ？」

　とりあえず、見える範囲にさくらはいない。
　それなら、捜すだけだ。

　俺は、ゲームセンターの奥に入っていった。
　・

　・

　・

「くそっ、いない」
　店内のどこを捜しても、さくらの姿は見つからない。
　ここじゃないのか？
　いや、もしかしたらトイレ中って可能性も……もしそうだとしたら、入ったら変態だし、待つしかないわけで―――

　ああ、もう！もう一回り捜して、いなかったら次のゲーセンに行こう。もしトイレでも、もう一回りしている間に出てくるだろ。

　店内をもう一周して、結局見つからず、俺はそこを飛び出した。

　隣町にも一店あったよな。そっちか？
　―――ケタケタ……
「……え？」

　今、聞き覚えのある声が聞こえたような気がして、俺は立ち止まった。

「………………」

　辺りを見回しても、行きかう人々の中に俺の知る人物はどこにもいない。

　気のせい……か？

　―――ケタケタケタ……
　違う！

　気のせいなんかじゃない。なんだ、これ……笑い声か？
　思い出した。この不気味な笑い方は、あの人形だ！

　さくらに取ってやった、あの人形の笑い声。ってことは―――

「さくら！」

　どこだ。この声はどこから？

「……こっちか？」

　ゲームセンターの横の狭い路地。この先を抜ければ、本来反対側の通りに出るはずだ。でも、今は向こうの建物が工事中で、行き止まりになってるはずじゃ……

「……ちっ、行ってみるしかないか」

　路地に入ると、二人組みの同年代の男が道を塞いでいた。

　どちらも、あまりお友達にはなりたくないような部類の顔をしている。

「おい。悪いが、この先は行き止まりだぜ」

「そうそう。さっさとどっか行きな。今なら、見逃してやるぜ」
　……嫌な予感がする。

　なんで、あの人形の声が聞こえた方から、こいつらがこんな風に道を塞いでいる？

　これじゃあ、まるで見張りみたいじゃ―――

「―――っ、お前ら、まさか」
「真、助け……んぐぅっ！？」

　今、はっきりと聞こえた。

　あいつらしくない、弱々しい声が、俺に助けを求めているのが―――
「お前ら！」

「なっ、ぐあっ！」

　問答無用で、一人の下顎をぶん殴った。

「てめぇ！」

　すぐさまもう一人が殴りかかってくるを左手で弾き、がら空きになった脇腹に拳を叩き込む。

「ごふっ」

　崩れ落ちる二人の男。

　う～ん、殴り合いって始めてしたけど、俺って結構強かったんだな。

　毎日里美に鍛えられている俺にとっては、雑魚だもんな、こいつら。

　今だけ、里美に感謝だぜ。

「さて、さっさとお姫様を助けに行かないとな」

「ふぅ。やっとこの人形、止まったぜ。こっちとしては騒がれると困るんでね」

　一人が、不気味な女の子の人形を地面に放り投げ、踏み潰した。
「へっへっへ。良い様だな、姉ちゃんよ」
「んんっ、んぐぅ！」

　さくらが、五人の柄の悪い男に囲まれていた。

　男たちの見た目は、面倒なので省くが一言で言うならＴＨＥ　不良って感じである。

　その中心で、さくらは後ろ手を縛られ、猿轡をかまされて転がされているのだ。

「いつも俺たちの邪魔してくれてよ。ええ！」

　一人の男が、さくらの胸を服の上から掴む。

「んん～～！？」

「良いもん持ってんじゃねえか」
「おい、さっさと犯っちまおうぜ」

「そうだな」

　ビリィィィィ

　胸をつかんでいたやつが、さくらの服を強引に引き裂いた。

　スポーツブラを押し上げるさくらの双丘に、不良たちが、下卑た笑みを浮かべながら近づいていく。

　その場所に付いた途端、そんな光景を目にした俺の頭は、一瞬で沸点を超えていた。

　ダッシュの勢いそのままに、一人の後頭部に跳び蹴りを食らわして昏倒させる。

「ああ、哲！お前、何しやがる！」

　そこでようやく俺の存在に気付いたのか、不良の一人がそう訊いてくる。

「何って、お前ら。そりゃ、こっちのセリフだよ。俺の女にそんな格好させやがって」

「あん、お前、この女の男か？
　こりゃあ、良いぜ！彼氏の前で、こいつを犯して―――」

「ごちゃごちゃうるせえんだよ！」

　ごすっ！

　いきなり笑い出した一人を、とりあえず殴って黙らせた。

　これで、残るは三人だ。
　そこでようやく俺のことを警戒し出したのか、残る三人の不良はその手にナイフを取り出した。
　……驚いた。今時、あんなの持ち歩いているやつ、まだいたのか。

　というか、こいつら、ある意味天然記念物？

「おらっ！」

「あぶなっ！？」

　いてて、ちょっとかすった。

　あまりにも珍しいものを見たせいで、油断したぜ。

　というか、ナイフを持ってても里美より怖くないって、いろいろ終わってる気もするが。

　……まっ、ナイフを持っても射程がちょっと伸びたくらいだからな。油断しなけりゃ当たりゃしないだろ。

　どうせ、使いこなしているわけじゃないだろうし。

「というわけで、さっさと終わりにしますか」

　どがばきぼぎゃぐぎょごすばぎぃっ！
「ふう、片付いた」

　あまりにも弱かったので、つい省略してしまったぜ。

　こいつら、俗に言う格好だけのタイプだったみたいだな。

「大丈夫か、さくら？」

「う、うん」

「危機一髪だったな。まさかあの人形の声に助けられるとは」

　さくらの猿轡をはずし、縛られていたビニールテープも解いてやる。

　見たところ、服を破られている以外の外傷はなさそうだ。

　良かった良かった。

「し、真」

「なんだ？」

「ありがと」

「ああ」
　顔を赤くしてお礼を言うさくらに、そうとだけ答える。

　フッ、俺って今、ちょっとカッコいいかも。

「あ、あの、真」

「なんだ？」

「あの……真って、強かったのね」

「確かに、自分でもビックリだ。というか、なんでお前がこんなやつらに負けたんだ？」

　さくらは里美と互角に渡り合える人間だ。俺でも余裕で勝てるやつらに、遅れを取るなんて信じられないんだが。

「不意をつかれて、最初にスタンガンでばちってやられちゃったから」

「スタンガン？こいつら、そんなもんまで持ってたのか」

「うん。真が、最初に蹴り倒したやつが持ってた」

　……最初に戦闘不能にしておいて、正解だったみたいだな。

「しかし、スタンガンまで持ち出すなんて、こいつら、なんでお前を襲ったんだ？」

　気絶している、不良の一人の顔を覗きこむ。

　う～ん、どっかで見たことあるようなないような……

「そいつら、アタシがかつあげ狩りしたことあるやつだと思う、多分…」

「ああ、なるほど……って、だから言っただろ、やめろって！」
「うっ、ごめん」

　はぁ、まったく、心配かけさせやがって。

　まあ、これでさくらも懲りるだろう。ついでに、この不良連中も懲りて、二度とさくらに関わってこなければいいんだが。
「し、真」

「ん？」

「そ、その……じゃあね！」

「あっ、いきなり逃げるな！」

　俺の制止を無視して、さくらが俺の脇を抜けて駆けぬけていく。

　慌てて手を伸ばしても、それは空を切り、仕方なく俺はさくらの後を追って走り出す。
「こら、待て！」

　路地を出て、大通りを右に曲がったさくら。
　その後を、地面に落ちていた人形を拾ってから追う。
　走りながらさくらの姿を探すと、遠くにポニーテールが揺れているのが見て取れた。
　はやっ！あいつ、本気で逃げていやがる。

「待て、さくら！」

「嫌よ！」

　くそっ！やっぱり止まらないか。

　このまま追い続けて、俺の足で追いつくか？
　―――いや、追いつくかじゃない。追いつくんだ。

　じゃないと……

「ねえ、あれ、なにかしら？」

「もしかして、痴漢？」

　周りの人たちが、さくらとそれを追う俺を見て、そんなことを話している。
　さくらは、破られた服のまま走っているのだ。それを追いかけている俺というこの図は非常にまずい。

　このままでは、ポリスマンに逮捕されても文句が言えない！

　さっさとさくらを捕まえて、周りの誤解を解かないと―――
「うおおおおっ、待てや、コラーーーーー！」
「うひゃあっ！スピードアップなんて卑怯よ、真！」

　とか言いつつも、お前もスピードアップしてんじゃねえか！
　陸上部が喉から欲しがりそうな速度で、二人で疾走する。

　人ごみを掻き分け、看板などの障害物は避け、交通ルールだけはなぜかしっかりと守りつつ、商店街を抜け、住宅街を抜け、ついでにお食事中のお茶の間も通り抜け―――って最後のは当然冗談で、とにもかくにも走り続ける。
「はぁ、はぁ……さくら。いい加減に止まれ」
「あんたこそ……いい加減に、あきらめなさいよ」

　お互い、ようやく息が切れ始め、気力だけで走り続ける。
　例えるなら、駅伝のたすきを渡す直前のランナーみたいな感じだ。

「くっ……はぁ、はぁ……」

　最初に根負けをしたのはさくらの方だった。徐々に速度が落ち、ある場所に逃げ込んでいく。
　その逃げ込んだ場所が、あの市民公園だというのはいったいどういう偶然か。

　もしかして、わざとじゃないだろうな？

「はぁ、はぁ……やっと追いついたぞ、さくら」
　さくらは観念したのか、息を整えながら公園の中心で立ちすくんでいた。

「いきなり逃げるなよな」
「どうして追いかけてくるのよ？」
　努めて明るい声を出しながら近づく俺に、さくらの冷たい声が突き刺さる。
「アタシと真は別れたんだよ。
　助けてくれたのには感謝してるし、お礼もしたいと思う。

　でもね、あんな別れ方したんだよ。アタシは、真を弄んで、傷つけて捨てた。
　お互い、もう会わない方が良いってことくらいわかるでしょうが！」

「わかるか、んなもん！」

「なんでわかんないのよ、バカ！」

　こいつ―――！

　なんか、だんだん腹立ってきたぞ。

「真はアタシに騙されたの。それはもう、完っ璧にね。それなのにアタシを追いかけるなんて、バカ以外の何者でもないじゃない！」
「ああ、バカだよ。バカで悪いか！」

「悪いわよ！自覚あるなら、直しなさいよ！」

「直るわけないだろ！お前に惚れちまった時点で、どうしようもなんないんだからよ！」
「……は？」
　俺の言葉に、さくらが硬直した。

　……しまった。もっとムードを出して、甘い言葉で告白してやろうと思ったのに、勢いで言っちまった。
　ああ、もう、かっこ悪いな！こうなったら、このまま突っ走るしかない。
「俺はお前が好きだ！バカだって言われようがなんだろうが、お前が好きなんだよ！」
　さくらの両肩を掴み、真っ正面から自分の想いをぶつける。
「何度でも言うぞ。俺はお前が好きだ。お前の力なんて無くたって、好きなんだよ！」
　そこまで言って、さくらを抱きしめた。
　強く強く、痛いくらいに強く。さくらが必要だと伝えたかった。
「……どうして？」

　腕の中で、さくらが小さく呟いた。

「どうして、真の意識がアタシに向いてるの？

　アタシ、力なんて使ってないのに……それなのに―――真。アタシを見てくれているの？」

「ああ。ずっと見続けてやる。お前が嫌がっても、お前を好きでい続けてやる」

　ちょっと暴力的だけど、美人で、スタイルが良くて、弁当のときも水泳のときも俺のために真剣になってくれた。
　そして、なにより、さくらと一緒だと楽しかった。ものすごく、楽しかったんだ。だから―――

「今なら自信を持って言える。俺は、さくらが好きだ。大好きなんだ」
「―――し……ん」

「さくら。お前は、俺のこと、好きか？」
　さくらが、ぎゅっと俺を抱き返してくる。

「アタシ、アタシ……」
「さくら」

「好き。アタシも、真のことが好き」

「うん」

「ごめん、嘘ついて。アタシ、やっぱり真が好きだよ」

「うん」

　さくらの頬を、大粒の涙がいくつも伝っていく。俺は、それをそっと指でぬぐってやる。
「真……真……ありがとう。こんなに嬉しいの、初めて」

「ごめんな。昨日、すぐに自分の気持ちに気付けば、お前を傷つけなかったのに」
「グズッ。いいよ、別に」

　さくらは鼻をすすりながら、首を振ってくれた。

「ねえ、真」

「うん？」

「もっと、強く抱きしめて」
「こうか？」

　さくらに請われ、より一層強く抱きしめる。

「うん。すごく安心する。あはっ、真の胸、すごいどきどきしてるね」

「あ、当たり前だろ。好きな女を抱きしめてるんだから。だいたい、お前だって」
「うん。アタシも、好きな人に抱きしめられてるから、すごいどきどきしてるよ」
　二人の鼓動が混じりあい、一つになっていく。

「……ねえ、真」
「今度はなんだ？」

「キス、して」

　さくらが、顎を上げて目を閉じる。

　俺は、吸い込まれるようにして、その唇に自分のそれを重ねた。
　さくらの感触が、その体温が、その匂いが、俺とさくらの心が一つになれたことを証明してくれている。

　さくらと一つに―――

　って、やば！そんなこと考えてたら、別のことまで想像しちまった。

　キスやら、抱き合っているやらの相乗効果で、すぐに下半身に血液が集まり始める。

「あ、あのさ、真」

　唇を離したさくらが、赤い顔をして言う。

「硬いのが、なんか当たってるんだけど」
「うぐっ」
　ヤッパリ、バレマスカ。

「こ、これは、そのだな。健全な高校生の男子としては仕方ないというかなんというか」

「……いいよ、しても」
「男の本能なんで、許し―――はい？」

　今、さくらのやつ、爆弾発言しなかったか？
　俺の聞き間違いじゃなきゃ、してもいいって言ったような……
　こ、この場合のしてもいいものって、当然あれだろ？

　英単語三文字で、頭文字がＳで、終わりがＸ。ハリウッドで話題の―――って、それはＳＦＸだろ！

　ああ、寒い。季節は夏なのに、まるで真冬の雪山で遭難したとき並に寒い。

　自分で突っ込んどいて、ここまで寒くなってる。
　もう俺はダメだ。天国のお母さん。今、会いに行きます―――
「……真？」

「―――ハッ」

　い、いかん。さくらが呼びかけてくれなかったら、精神が天の国まで行ってしまうところだった。

　というか、混乱しすぎだな、俺。

「え、えっと、さ、さくら。その……マジでいいのか？」

「うん。今の真になら」

「で、でも、昨日は……」

「昨日は、真がアタシのこと、本当は好きじゃないと思ってたから。

　でも、真が本当にアタシを求めてくれるなら、いいよ」

　……ああ、こりゃダメだ。
　そんな顔で言われたら、理性なんてアンドロメダ星雲まで吹っ飛んでいくよ。

「さくら」

「な、なに？」

「いただきます！」

「きゃあ！？」

　さくらを抱きしめ、首筋にキスをするとともに、片手で尻をまさぐる。
「んあっ、バカ……こんなところで」

　すばやく周りに視線を向け、人がいないことを確認。普通に歩いていたら見えなそうにない茂みを見つけ、あの奥でことを済ますことに決定。さくらをそこまで運ぼうと腰に回した手に力を入れた瞬間―――

「やめんかコラァ！」

　どごすっ！

　さくらの拳が、俺の顎を打ち上げていた。
　俺の体は綺麗に吹っ飛び、空中を一回転して地面に叩きつけられる。

「う、うう……なぜ？」

「このスケベ！誰がここでするなんて言ったのよ！」

「……ダメなのか？」
「ダメに決まってるでしょ！こういうのは、ベッドがある部屋で、ちゃんとシャワーとか浴びてから……って、何言わせんのよ、あんたは！」

　照れ隠しなのか、ゲシゲシと俺を蹴りつけるさくら。

　そろそろ止めないと、俺、死ぬかも。

「スケベ！変態！―――って、きゃあ！？」

　いきなり復活して、とりあえずさくらを抱き上げる。

「それじゃ、行くか」

「ちょ、行くって？」

「俺の家。ベッドもシャワーもあるから、さくらに文句は言わせないぞ」
「あ、う……」

「お前をいつまでも破れた服のままでいさせるわけにもいかないし、うちで良いな？」
「……わかったわよ。その代わり、自分で歩くから降ろして」

　恥ずかしそうにそう言うさくら。そんな彼女に、言う言葉は決まっている。

「やだ」

「真！？」

「俺の家まで近いんだから遠慮するなって。このまま行こうぜ」

　理由なんてどうでもよかった。ただ、もう少しこのままでいたかったから、俺はそのまま走り出した。

　……まあ、さくらが暴れてちょっと走りにくかったけどね。

　家までついた俺は、すぐさまさくらを風呂場に放り込む。
　本当は、一緒に入りたかったのだが、そう言ったらぶん殴られた。
　自分でも思う。浮かれてるな、俺。
　緩みきった顔を意識して戻しつつ、自分の部屋を軽く片付ける。
　……姉さんがいないことはちゃんと確認していた。

　いくら浮かれているとはいえ、それぐらいは覚えていたさ。

「真」
　部屋の片付けも一区切りついたところで、控えめな声がドアの向こうから聞こえてきた。

　―――いよいよだ。

「いいぞ、入って」
「お邪魔します」

　ドアノブが回り、ゆっくりとドアが開いていく。

　それとともに、ドアの向こうにいるさくらの姿も現れていく。

　濡れた髪。上気する肌。豊満な肉体をバスタオル一枚で包んださくらが、そこにはいた。

　……やべぇ。鼻血出そうだ。

「さくら」

「きゃ」

　さくらを部屋に招き入れ、背後から抱きしめる。

　ここまで焦らされて、いい加減我慢の限界だったのだ。

「さくら。お前の言った条件は全部果たしたぜ」
「……あ」

「いいよな？」

「……うん。心の準備も、大丈夫」

　さくらが頷いたのを確認して、さくらの纏っていたバスタオルを剥ぎ取った。

　さくらの一糸纏わぬ姿が、目に飛び込んでくる。

「綺麗だ」

　大きさも形も素晴らしいバスト。キュッと締まったウエスト。張りのあるヒップ。

　どれをとっても綺麗で、気持ちが高揚していく。

　そんなさくらの体の中、まずは胸を持ち上げるようにして揉みしだく。

「あ……ふあっ……」

「さくら……ちゅっ」

　ずっしりと感じる二つの膨らみを愛撫しながら、さくらの唇を奪う。

「ん、んんっ……ちゅっ、ぢゅる…」
「ちゅぱっ、し、真…ぢゅっ……んちゅ」
　俺が舌を出すと、さくらも積極的にそれに応じてくれた。

舌と舌が絡み合う際に発する水音が、部屋の中を支配する。
「ぴちゃっ、んんっ…ぴちゃ、ぢゅっ」
「ぷあっ、ちゅるっ……ああ！？」

　ディープキスを続けながらも、胸への愛撫は当然やめていない。

　それどころか、より激しいものとなって、胸の先端の桜色の突起を指で擦り上げる。

「し、真！ああっ……んちゅっ、うくっ…ぢゅっ」

　キスの合間から漏れる嬌声。

　もっともっと、この声が聞きたくなっていく。
「あっ、ああっ！ふあ……」

　キスを唇から、頬、鎖骨に向かって移動し、最後にうなじに舌を這わせる。

　洗い立てのシャンプーの香りと、それに混じるかすかなさくらの匂い。
　それを堪能しながら、右手を下ろし、さくらの太股をなで上げる。
「やぁっ、あんっ……」
　そのまま右手を上に上げ、ついにはさくらの秘所にまで辿りつく。

　くちゅっ

「ひゃあ！」

　熱いその場所に指が触れた瞬間、さくらの体が跳ね上がる。

　そこはすでに洪水になっていて、指を動かすたびに愛液が音を立てた。

「さくら、すげぇ濡れてるよ」

「い、やぁ……言わな…あんっ！」

「胸だけで、こんなに感じたんだ？」
「ああっ！？」

　未だ胸の愛撫を続けていた左手の指で、乳首を挟む。

　それだけで、新たな蜜がさくらの秘所から溢れ出す。

「あっ、やぁっ！あんっ…ダメ…真、許し……あ、アタシ…ひゃうっ！」

　胸と秘所の愛撫を同時に続けていたら、さくらの体が大きく仰け反ったかと思うと、その次には急に力が抜け、前のめりに倒れていく。
「さくら？」
「はぁ…はぁ…」

　ベッドの淵に手を置き、転倒だけは避けたようだが、さくらはぐったりしたまま動かない。
「……もしかして、イッちまったのか？」

　俺が聞くと、赤くなっていた顔がさらに赤くなる。どうやら、図星だったらしい。

　ああ、もう、可愛いな。もっともっと、さくらのイク時の顔が見たくなっちまった。

「続けるよ？」

「え？」

　さくらの返事を待たず、さくらの尻を持ち上げる。両手はベッドの淵に着いたままだから、ちょうど立ちバックの態勢だ。
「へぇ。女のあそこって、こうなってるんだ」

　さくらの秘所に顔を近づけ、まじまじと観察する。

　指でスリットを広げると、ピンク色の中が濡れていた。

「し、真。見ないでよ」
「恥ずかしい？」

「あ、当たり前でしょ！」

「でも、さくらのここ、すげぇ綺麗だからさ……ちゅっ」

「ひゃあっ！？し、真、今、何を」

「何って、キスだけど……ちゅっ」

「ああっ！」

　さくらの秘所にキスを交わすたび、さくらの体が跳ね、膣からは大量の愛液が分泌される。

「やめ…てっ、汚…ふあっ！」
「さっきシャワー浴びたばっかだろ。汚くなんてないさ」
「それ、でも……はぁ…ううっ…あっ、はっ…」
　まだ何か言うさくらを、舌での愛撫を続けて黙らせる。

「ぺろ、ぴちゃっ、ぴちゃっ」
「ああっ……んっ…はぁ……」

　快楽を受け入れ、徐々に力が抜けていくさくら。

　膝が曲がらないように両手で支えながら、より大きな快楽を与えるために包皮に包まれた突起を舌でつつく。
「ひゃんっ！？」

　さくらの体が、一番大きく跳ねた。
　でも、まだまだこれからだ。

　クリトリスの包皮をそっと剥き、今度は直接それに触れる。

「ひっ！や、やめて！」

「ちゅっ、んちゅっ、れろっ」

　さくらの愛液と俺の唾液をたっぷりと舌に乗せ、淫核にまぶしていく。
「あっ、ひっ、んんっ！……真、それ…ダメ！おかしく…」

「いいよ。おかしくなっちまえ」
「い、いやっ、やめっ…おかしく、あ、ああっ！ん、あああああああっ！」

　舌先でクリトリスを弾いたのを合図に、さくらが再び達し、膣口がキュッと締まるのが見て取れた。

　二度目の絶頂。こんなに簡単に達してしまうなんて、さくらはイキやすい体質なのかもな。

「ううっ…ひっく…」

　なんて考えてたら、ベッドに顔をうずめていたさくらから嗚咽が漏れてきた。

　……やばっ。もしかしなくても、俺、やり過ぎたっぽい？
「さ、さくら、大丈夫か？」
「真のバカぁ！酷いよ、やめてって言ったのに」

「うっ、その……すまん」

　自分の欲望に走りすぎて、さくらに対する配慮が欠けていた。

「ひっく……ひっく……」

「悪い。本当に反省してる。その、今日はこれでやめるよ。俺、頭冷やさなきゃ」
　泣いているさくらをそのままに、部屋から出ようと立ち上がる。

「服とか、俺のでよければ使っていいから」

「待ってよ」

　しかし、立ち上がったところで、さくらに引き止められた。

「最後まで」

「さくら？」

「最後までして。真が欲しいの。このまま終わりにされる方が嫌」

「でも、お前」

「アタシなら大丈夫。ちょっと、怖くなっただけだから。真と一緒なら、大丈夫だから」

　さくらの体は、小さく震えていた。本当は怖くてどうしようもないのかもしれない。

　でも、それなのに、ここまで言ってくれているんだ。だったら、俺は―――
「……わかった」

　ここまで言われたら、引き下がれない。俺は、自身の服を脱ぎ、さくらとともにベッドの上に上がった。

「行くよ、さくら」
「ふえっ」

　さくらをうつ伏せにし、それから腰を持ち上げる。背中越しにこっちを見るさくらは、後ろからという体位が恥ずかしいのか真っ赤になっている。
「いや、あの、し、真」

「うん？」

「最後までとは言ったけど……その、この格好でするの？」

「ああ」

「な、なんで？普通って、アタシ、仰向けじゃ―――」

「こっちの方がエロいかなと思って」

「そんな理由！？」

「そんな理由だ。ダメか？」

「ダ、ダメじゃないけど……」

「じゃあ、行くぜ」

「え！？―――ん、んんっ！」
　俺はもう待ちきれなくなって、自分の物をさくらの膣内へと押し込んだ。

　しかし、さっきまでの愛撫で多少ほぐれているとはいえ、さくらの膣内はひどくきつくてなかなか奥まで進まない。

「さくら、もうちょっと力抜いて」

「はぁ……んくっ、む、無理…よ」

　シーツを握り締め、痛みを耐えるさくら。

「深呼吸するんだ。いくらか、マシになるから」

「う、うん。すぅー……はぁ……」

「そう、いい調子」

　さくらが深呼吸を繰り返すと、ほんの少しだが締め付けが緩くなった気がした。
　これなら、いけるかもしれない。

「さくら、一気に行くからな。痛いかもしれないけど」
「……うん。来て、我慢するから」

「行くぜ」
　ズプッ

「くぅ、うあああああああああああ！」
　さくらの腰を引き寄せるとともに、俺も腰を突き出した。
　何かを突き破る感覚とともに、さくらの最奥まで一気に辿りつく。
「くうっ、はぁっ」

「さくら、全部、入ったぞ」

　気を抜けば、すぐにでも達してしまいそうな快楽を、下唇を噛んで我慢する。
　さすがに入れただけでイッてしまうのは情けない。
　それに、まださくらの膣壁が絡み付いてくるような感触を味わっていたかった。

「さくら……大丈夫か？」
「はぁ、はぁ……な、なんとかね」

「落ち着くまで、少し待つからな」
「……ううん。動いてもいいよ」

「いや、でも……」
「いいの。真に、気持ちよくなってもらいたいから」

　さくらのその言葉に、胸が熱くなる。

　相当な痛みで苦しんでいるはずなのに、俺のことを気にかけてくれるなんて。

「いいんだな？」
「うん」

「わかった。じゃあ、ゆっくりな」
「うぁ…くっ…」

　さくらの膣内からゆっくりと引き抜き、再びうずめていく。

「すごい……気持ちいいよ、さくら」

「あぁ…んんっ、はぁ……ん…」

　動かなくても達してしまいそうなほどの快楽だったのに、こうして動くと、それ以上の快楽が脳髄を刺激していく。

　これを激しくしたら、いったいどうなってしまうのか？

「え、真？うくっ、ああっ！？」
　そんな考えが動きに出てしまったのか、腰を動かす速度が早くなってしまった。

　悲鳴を上げるさくらに、慌てて腰の動きを止める。

「わ、悪い」

「はぁ…はぁ…いいよ。アタシもだいぶ慣れてきたから、早く動いても」

　明らかに、嘘だとわかる言葉。

　でも、今はその気持ちが嬉しかった。

「じゃあ、早く動くからな」

「うん……ひゃあ！？」
　さくらが頷くとともに、思いっきり腰を叩きつける。

　くちゅっ　ずっ　ぐちゅっ

「はぁっ…やっ、んんっ…ああっ…真、んあっ！」
　結合部から響く水音とさくらの声が耳に入るたび、頭がどんどん真っ白になっていく。

「くぅっ、さくら！」
　右腕を伸ばして、揺れるさくらの胸を鷲掴みしつつ、玉の汗の浮かぶ背中にキスを降らせる。

「あっ、はぁっ……真っ、真」
　さくらの膣内へ、より深く、より強く。
　何度も何度も腰を叩きつける。

「はっ、あっ、あんっ！うあ……はぁっ、ああっ！」

　そうしているうちに、じょじょにさくらの声に甘い声が混じり始めた。

「さくら。気持ちいいか？」
「う、うん！少しだけ…あんっ！」

　よかった。さくらが、感じてくれている―――

「やぁっ…はっ、んんっ！い、いい！」

「くぅっ、うっ」
　限界が近い。何とか我慢してきたけれど、これ以上は我慢できそうにない。

「さくら、もう、俺……」

「う、ん……中は、ダメだからね」

「ああ、わかってる」
　さくらの腰を掴みなおし、ラストスパートをかける。
　パンッ　パンッ　パンッ
「はあっ！やっ、くぅ……あんっ！」
　さくらの膣内が、その声に合わせて俺を締め上げる。

「ああっ…くあっ！ん……あんっ！な、なんか来るよ！」

　それは、さくらも絶頂まで近いということか。どんどんどんどんきつさが増していく。

「あくっ、うう……嘘…ああっ！アタシ、初めてなのに……初めてなのにぃ！感じ…ひゃあぅ！」

「さくら、一緒に……！」
「うん！うん！一緒に…ああっ、んあっ……き、来ちゃう！アタシ、き―――あああああああっ！」

「くっ―――」

　どくんっ　どくっ

　さくらが達した瞬間、俺はぎりぎりのところでさくらの膣内から引き抜いた。

　自分でも信じられないような量が、崩れ落ちたさくらを尻から背中にかけて汚していく。

「ああっ、あぁ……」

　俺の欲望が肌にかかるたびに、さくらが小さく痙攣する。

「はぁ、はぁ……さくら。最高だったよ」

「………………」

「さくら？」

「すぅすぅ」

　返事のないさくらに耳を近づけると、規則正しい寝息が聞こえてきた。

　三回も気をやったんだ。相当疲れてるよな。

　……まあ、俺のせいなんだけどね。

「……おやすみ、さくら」

　愛しい人の頭を撫でながら、俺はそっと呟いた。
　目が覚めたら、そこは見慣れない天井だった。

「……ここは？」

　けだるい体を起こすと、薄いシーツがずり落ち、自分の裸身があらわになる。
　そして、隣には大切な人が、幸せそうな顔で眠っていた。

　……そっか。アタシ、真に抱かれたんだっけ。

　そのことに気付いた瞬間、さっきまでのことが次々と思い出され、アタシはつい真のほっぺをつねっていた。

「いだだだだ……や、やめ、洗濯バサミは痛……」

　そのせいなのか、真は寝言でそんなことを言い出した。

　いったいどんな夢見ているのだろうか？
　やっぱり、夢の中でもあの豚に追い掛け回されたり、沢野先生の恐怖の実験に付き合わされたりしているのだろうか？

　それとも、少しでもアタシが出てくる夢を見てくれているのか―――？

「……はぁ。何考えてるんだか、アタシは」

　真の夢まで独占したいとは、我ながら欲張りなものだ。

　でも、真だけなのだ。力なしで、アタシのことを見てくれたのは。

　アタシの力―――

　真には魅了する力と言ったが、正確には相手の意識が向いている方向を見、それを自分に向ける力だ。

　いや、見るというより、わかると言った方が良いのだろうか？そこら辺は、言葉に表すのが難しいのだけれど……

　まあ、ともかく。アタシには、そういう力が昔からあった。

　と言っても、普通なら意識の方向なんて見ることはできたりしない。意識というのは、肉体の内部を通っているから、本来なら体に邪魔されて見ることができないのだ。ある一部の例外を除いては……

　一部の例外とは、一つ目はミナたち幽霊だ。

　幽霊は肉体がなく、意識だけのようなものだからはっきりと見える。ミナの姿だけでなく、あの子が意識を向けている先もアタシには見えてしまうのだ。
　そして、もう一つの例外は、真のようなアタシが強く関心を持つ相手。つまり、アタシが好きになった人だ。
　アタシが相手のことを知りたいと強く願うと、肉体を通してすら、意識の向かう先が薄っすらと見えてしまう。

　そして、意識の方向が見えると、それを引き寄せることもできる。
　これがアタシの力。

　この力を初めて使ったのは、確か小５のときだった。

　相手は、初めて好きになった同級生の男の子。力を使って、いつも一緒に傍にいた。
　その時は、それで満足だった。

　好きな相手とただ一緒に傍にいられるだけで、子どもだったからあの時はそれで十分だったんだ。

　でも、中学になって心や体が成長すると、もうそれでは無理だった。
　……アタシは気付いてしまったんだ。

　彼がアタシに向けてくる言葉、視線、優しさ。その全ては、彼の本当の気持ちでなく、アタシが作り上げた幻だってことに―――
　その時から、彼と一緒にいる時間が急に苦痛となった。どんなにアタシが想いを向けても、向こうから来る想いは作り物。そう思うと、全てがむなしくなったのだ。
　そして、アタシはその苦痛に耐え切れなくなり、力を解いた。
　きっと大丈夫。今まで一緒に過ごした時間があるから、彼もアタシを見てくれる。そう自分に言い聞かせながら―――

　結果だけ言えば、彼はアタシを見続けることはなかった。
　見えてしまうのだ。彼と会うたびに、彼の心がアタシから離れていくのが。

　そして、そのまま自然消滅。

　必然といえば必然の結果だった。
　次に力を使ったのは、去年の春だ。
　優しくされた先輩に一目惚れをして、気付いたら力を使っていた。
　むなしかったけれど、それを抑えて彼と付き合った。
　苦しくて苦しくて、それでも、彼と一緒にいる間だけは偽りでも幸せだったから。

　でも、結局、アタシは力を解くことになる。
　理由は真のときと同じ。彼がアタシを抱こうとし、アタシはそれを拒んだ。

　好きな相手になら抱かれても良いとは思っていた。でも、同時にアタシのことを好きでいて欲しかったんだ。

　だから拒んだ。拒んで、罵倒して、それで別れた。
　心が離れていくのを見続けるより、一瞬で離れてしまった方が楽だと思ったから。

　事実、少しは楽だった。
　すれ違っただけで睨まれるようになり、少し泣いたけれど、長く苦痛が続くよりは楽だった。

　―――そして、この街まで引っ越してきたアタシは、真に出会った。
　初めは面白い境遇にいるやつだなとしか思っていなかった。からかうのが面白くて、あのデブと喧嘩して困っているのを見るのが楽しかった。

　楽しくて、ときどき優しくて、気付いたら好きになっていたんだ。

　でも、最初は力を使う気なんてなかった。力を使えば、傷つくとわかっていたから。

　それなのに、あの日、親父が、真に気持ちを訊くから……
　アタシは怖くなった。真がアタシを見てくれていないのは見えていたから。

　だから、だから―――
「ごめんね、真。アタシ、自分勝手だよね」

「すか～」

　幸せそうに眠る真に、アタシは謝った。

　力を使って無理矢理アタシに気持ちを向けさせといて、あんなふうに別れを告げて傷つけた。
　自分でも最低だと思う。
　でも、それなのに真は、アタシを見てくれた。

　好きだって、アタシを見て言ってくれたんだ。

　嬉しかった。涙が出るくらい嬉しかった。
「ああ、でも、これってあいつのおかげか」

　今までのアタシだったら、いつもと同じように真は好きになってくれなかったかもしれない。

　でも、今回はあの大貫里美という人間がいた。

　あいつがいっつも勝負をふっかけてくるから、アタシは一所懸命になれた。今までは、好きな人の傍にただ寄り添っているだけだったのに、あいつのおかげで好きな人のために努力することができたんだ。

「あいつには、感謝しなくちゃね」

　あいつは教えてくれたんだ。アタシが頑張らなくちゃいけないってことを。

　そうしなくちゃ、真はアタシのことを好きになってくれないってことを―――

　まあ、本人には敵に塩を送ったなんていう自覚はないだろうけどね。

「真」

　アタシは、再び好きな人の寝顔を覗き込む。

　アタシを好きになってくれた人。そう考えるだけで、胸が熱くなる。

「真。責任取ってよね」

　あんなふうに告白されて、もっともっと真のことを好きになってしまった。

　その責任くらい取ってもらわなくちゃ。アタシのことを好きだと言ったんだから、それぐらいしてくれないと困る。

「……真。期待してるから」
　アタシは、真に唇を重ね、今日はもう寝ることにした。
エピローグ
「どわぁっ！遅れるぅ！」

「しんちゃん、急いで急いで」

　里美に急かされながら、慌てて靴を履く。

「いってきま～す」

「いってらっしゃい、真哉」

　姉さんの声を背中に聞きながら、玄関を飛び出して走り出す。

　夏休みも昨日で終わり、今日から二学期の始まりだ。

　だって言うのに、ただいまの時間は八時二十分。ＨＲまで残り二十分。走ってぎりぎりである。
「あ～、クソ。目覚ましかけ忘れるんじゃなかったぜ」

「あははっ。ドジだなぁ、しんちゃんは」

「お前もだろうが！」

　自分も寝坊したことを棚上げして、こいつは何を言うか。

　ああ、もう！こいつと話している場合じゃないってのに！

　学校までの道を全力疾走。

　周りには、遅刻しまいとあわてて走っているやつ、余裕でチャリこいでるやつ、もう遅刻するのを覚悟してゆっくり歩いているやつなどがいる。

　その中を、里美が何人かふっ飛ばしながら走り続ける。

　……ごめん、里美に轢かれた人。恨むならこの肉饅頭を恨んでくれ。

　犠牲者の冥福を祈っていると、あの交差点が見えてきた。
　あの交差点を過ぎれば、学校までもうすぐである。

　時間は残り五分ある。このまま行けば、なんとか間に合いそうだ。

　そう思って、交差点に差し掛かったときだった。

「わわわっ、わあ～～～～！！」

「―――――へ？」

　突然横手から聞こえてきた女の声。

　おいおい、三回目だぞ、これで。

　半ば悟りつつ、横を向いたらさくらのどアップ。

　……え？

「おっはよ～、し～ん！」

「のわぁ！？」

　見えたのは、今までの二回と違い、靴の裏じゃない。

　さくらが、走ってきた勢いそのままに、俺の首に抱きついたのだ。

「きゃあああああああああ！！しんちゃ～～～～～～～～ん！！」

　里美の悲鳴が聞こえる中、俺はさくらを受け止める勢いでくるりとその場で一回転。

　うぐぅっ、首が絞まる！

「真。おはよっ」
「さ、さくら。首……」
「このゴリラ！朝っぱらから、私のしんちゃんに―――」

「どさくさに紛れて何言ってるのよ！真はアタシの恋人なの」

「だから、首……」

「しんちゃんは私の愛人よ！」
「ふざけんじゃないわよ！」
「し、死ぬ……」

　ああ、目の前が真っ暗に……

　俺の人生。ここで、ここで―――

「終わりにしてたまるかぁああああああああ！」

「きゃあっ！？」
　気合とともに首からさくらの手を振り解く。まったく、火事場のバカ力を出す回数が人より多い人生である。

「お前ら！こんなことしてないで、さっさと学校行くぞ！」
「真！でも、この豚が変なことを言うから」

「誰が変なことを言ったって？」

「ああ、もう！お前ら、いい加減にしろよな」

　遅刻寸前だってことわかっていないのか、こいつらは。

「里美が変なこと言うのはいつものことだろ。それでも説明がいるなら、里美はただの幼馴染。んで、さくらは―――」
「え―――んっ！？」

　さくらの体を引き寄せ、一瞬だけのキス。

「こういう関係だ。わかっただろ？それじゃ、行くぞ」
　呆然としているさくらの手を引いて走り出す。
「○▲＊？％あＰ！？」

　数秒遅れて、文字化けしたセリフを吐きながら、山姥も裸足で逃げ出すような顔で里美が走ってくる。

「しっかり走れ、さくら！でないと追いつかれるぞ！」

「え、ああ、うん……って、そうじゃなくて、いきなりあんなことしないでよ！」

「あんなこと？」

「キ、キ、キスのことよ！」

　何今更照れてるんだか。キス以上のことなんて、結構数こなしてるってのに。

「Ｇ■＆◎＃！※」

　って、やばっ！追いつかれる！

　気配でわかる。里美がスピードを上げやがった。

「さくら、その話は後だ。スピード上げるぞ！」

「ううっ、しょうがないわね。追いつかれたくないし」
　迫り来る里美と、遅刻までの時間。

　全力で走る俺たちの目に、学校が見え、次いで校門が見えるところまでやってくる。

　しかし、校門には笑顔で予想外の人物が立っており―――

「校門が見えた！げっ、沢野先生、校門を閉めようとしてる！」

「お前ら、三人。始業式から遅刻とは良い度胸ね。早速新薬の実験に」

「どわぁあああああああああ！」

　前方に沢野先生。後方に里美。
　この高校に通っているなら、絶対に敵に回してはいけないと言われる二人に挟まれている。

　―――それなのに。

　こんな日常がずっと続けば良いなと思っている自分がいる。

　ちょっとスリリングで、デンジャラスで、だけど賑やかで楽しい。

　さくらが隣にいる限り、なんだって面白くなるんだ。
　繋いだ手から伝わってくる体温が、そう信じさせてくれる。

「さくら」

「何？」

「楽しいか？」
「――――――」

　さくらは、いきなりの質問に目をぱちくりさせると、次には満面の笑顔を浮かべて、

「うん！」

　と大きく頷いた。

「よっしゃ、ラストスパートだ！」

「ＯＫ！」

　手を繋いだ二人の影が、学校の前を走りぬけていく。

　俺はこの手を離さない。この先何があっても、握り続けてやる。

　そう自分で決めたんだ。

　作り物なんかじゃない。幻なんかじゃない。
　俺の心から出てきた、正真正銘の俺の意思で、さくらを見つめ続けるって決めたんだ。

　チャイムと同時に、怒号、悲鳴、笑い声が響き渡る。
　さあ。今日も騒がしくも楽しい一日が始まる。
　

